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ウシカタの測量｡測定機器林野庁・営林局
各県庁ご指定品
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ポケットコンパスの最高峰

卜壽可歩
〈牛方式5分銑読ヶ･ノトコン,fス＞

正像10倍望遠鏡
5'読水平分度装備
磁布盤防水狸

〈牛方T式回転製図板＞

図面用紙回転

スケール平行移動式

不透明紙の使用もできる回転図板

ワンタッチ操作で完全帰零

長大図面の測定も一度に行える

ノンスリップローラーによる直進式

I燕‘"品コシヅ趣･防水磁石盤ワイド輪尺ジュラルミン製・補助尺付

ア把手でしべ旭･測高器ポケットコンパス用金属三脚堅牢・超軽量
ペン缶光学直角器測距単眼鏡牛方式成長錐水平距離計算表

有商､芸事蕊視蕊額謝雌醗訟総湾
一旦

牛方の主製品 ジュラルミ

属三脚
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伸縮のない製図材料と地図・第2原図複製

基本図変化材料

●ミクロトレースP・PW(白マット）。。・・・・航空写真図化用（鉛筆専用）ポリエステル

トレーシンク・フィルム

●A・Kケント紙・・・・・・・・・・・・・・・・航空写真図化用アルミ箔サンドケント紙

●ダイヤマット・・・・・・・・・・・・・・・・無伸縮ポリエステルI､レーシングフィルム

基本図第2原図

●ミクロコピー。最も多く使用されているポリエステルフィルムの第2原図(セピア。ブルー）

●ミクロポジ・・・・。。・・・・ブルー・セピア黒色画像のポリエステルフィルム第2原図

基本図編纂

・百7;m基本図をﾄﾚーｽを行なわず写真法にて接合し林班ごとに編纂｡又は画も而・諏而
l

に縮尺・図割を替え編蟇

○その他図面複製及び製図材料に関することは何なりとご相談下さい。

本社・東京都新宿区新宿2－13（不二川ビル）

"TEL(354)0361(代)工場◆東京･埼玉

きちと商窓謝舗嘘脅野町2-‘(榊ビﾙ内）
株式

会社

’



面積測定用

激
日林協式点格子板

実用的な面稜測定器具･eフイルムベース・で取扱い，持運び力輔単です。

(特長）プラニメーター法に比べて時間が1/5～1/8に短縮され，しかも精度は全然変わりません。

(性能）透明な･フイルムベース（無伸縮）上に点を所要間隔で配列し格子線で区画されています。
(使用法）図面の上に測定板をのせて図画のなかにおちた点を数えて係数を乗ずるだけで而穣が求め

られます。
『

（種類と価格)S－n型（点間隔2mm大きさ20clm×20cm)800円

S－Ⅲ型("2mm"12cn!×8cm)270円

L－n型("10mm"20cm×20cm)800円

M－I型("5mm"40cm×40cm)2,000円

M－n型("5mn1"20cm×20cm)800円
＝

点柊淵子板
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B＊林尤.投薪鑛分

東京都千代田区六番町社団法人日本林業技術協会振替東京60448番
電話（261局）5281（代表）～5
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林業と木材工業

上村武

〔林業試験場木材部長〕

林業基本法制定のころ，林業とは何ぞやという議論がよくきかれた。産業としての林業の本質はど

こにあるのか，ということと，どこまでが林業の範囲なのかという二点が論争点であったとおもう。

本質論はしばらくおくとして，林業の範囲についての議論は同時に林産業とは何かということにもつ

ながってくる。

他の産業の場合，たとえば水産業は，魚族の繁殖から，漁狸，缶詰のような水産物加工まですべて

を含んでいるようである。畜産業は牛馬の飼育から乳製品の加工までを含んでおり，畜業，水業など

という言葉はあり得ない。林業においても，たとえば幾業祭の部門分けは、林産部門言であって、林

業部門、とはいっていない。つまり，場合によっては林産業は広義の林業と同義語であり，またある

場合には林業のあとを受けた林産物加工業と同義語になっているようにおもわれる。

さて，私は何もここで用語の定義について申し述べようというのではない。本来は用語などは実体

をあらわす便宜的なものであって，どうでもいいようなものである。ただ，とかく用語が実体を規制

するような逆現象が世の中には存在する。狭義の林業を狭義の林産業と対比させることはもちろん結

構だが，そのために広義の林業の議論をしているときにも，いつのまにか狭議の林産業は林業の範囲

外となり，議論の外には承だすことをおそれるといいたかったのである。

産業がここまで発展しない古い時代には，林業は丸太生産まででもよかった。原木の価格は生産費

のほうから一義的に決定もできたし，そうはいかなくとも，他の生産業との関連を考慮する必要もあ

まりなかった。国有林で製材品の直営生産をしたのだから，製材業も明らかに林業の範囲内であった

ことになるが，これも原木を使いやすい形にして手数料を加算するようなつけたりのものであった。

いや，つけたりではなかったにしても，原木をより高く売るための補助手段にすぎなかったようであ

る。現在はどうであろうか。原木の価絡は，決して生産費からは定まらない。製材品の価格もまた，

その原価計算からは定まってはこない。だからそれぞれの生産者は四苦八苦することにもなる。

いま，あらゆる分野で，木材の使われていた，または使われている場所に他の材料が使われはじめ

ている。しかも代替品としてではなしにである。電柱はコンクリートに置きかえられ，軽量型鋼の梁

が木材より便利で木材より安く供給される。木工品もプラスチックに置きかえられてゆく。つまり木

材は，その品質面と価格面から，他のあらゆる分野の材料とその最終製品の形態で競合しなければな

らなくなってきたのである。林木の価格を考えるとき，それが梁に使われるなら型鋼と，建具まわり

に使われるならアルミサッシと，価格／品質が高いかやすいかを考えないと市場で喜ばれるかどうか

が判断しにくくなってきている。この傾向はおそらく強まるばかりであろうし，当然そうなると原木

から最終製品にいたる途中の諸工程における歩止りも，諸経謎も，いかに効率的になしうるか，いわ

ゆる木材利用技術を林業生産の中で考えてゆかねばならないことになる。木材をしてより価値あらし

める林産諸工業は，林業のなかでもきわめて重要な意義を持っているのである。統計によると，狭義

の林業の林業総所得と，木材の一次製品をつくる林産業の付加価値とでは，後者が前者をはるかに上

まわっている｡林業の中における林産業の比重を認識し，木材の加工利用にたえざる関心を払うこと

をとくに狭義の林業を担う方々にお願いしておきたい。
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林業の長期椴造上の問題を検討するとするならまず一般

経済社会および農業が今後どう変わるかという考察が第

一に必要なことである。

しからぱ一般経済社会およ･ぴ農業の麹､展望について

どんな論議がなされているか以下簡単に触れてゑたい。

一般経済社会の長期展望については昨年10月経済企画

庁経済研究所長の林氏を中心としたグループが林試案と

して発表した『20年後の豊かな日本への一つのビジョン』

を出したが，これが契機となっていろいろな論議を呼び

現在もまだ続いていることはすでに読者の知らるるとお

りである。まず農業については経済同友会の『挫業政策

への提言』。産業計画会議の『15年後の農業』。日本経済

調査協議会の『わが国腱業の未来像』｡艇政調査委員会の

提案等狗がある。.ここで特に目につくことは幾業につい

て非幾業部門からの論議が多いことである。特に財界方

面からの論議が多いことで，これはまことに奇妙なこと

と思われる。これをどう理解すべきか。私なりの理解を

いうならば，要は今後の解放体制下において名実ともに

工業先進国として成長するためには農業部門の改革こそ

全般の成長を規制するポイントであるという危機感であ

って，換言すれば低コス1､の食糧生産，非農業部門への

労働力の析出,これがその戦略目標というべきであろう。

しからぱ林業部門の変革に期待されるものはなんであろ

うか，安い木材の供給，高度工業社会にふさわしい国土

の保全ということではなかろうか。

しかし，いずれにしても変革期の林業の長期展望はマ

クロ的には政策目標の設定，政策手段の選択，ミクロ的

には林業経営の方向を考える場合に有用な武器と確信す

るものである。

以上のような意味で，この一文はまことに粗雑である

が，林業界におけるこの種の論議の糸口という意味で林

業長期ビジョン論の一素案として提供したものである。

大方の批判と論議，さらには精密なビジ宮ンの作製され

ることを期待するものである。

1．20年後の日本の経済社会の展望

20年後の林業を考える場合，その基本となる日本の経

済社会をどう予想するか。私は経済企画庁の林試案を基

礎として考察を進めたいと思う。以下簡単に必要な範囲

について説明し林業に密接に関係するものはそれぞれの

章において詳しく検討したい。なお林試案でもことわっ

て､､るが，この場合20年という期間はこれは何も厳桔な

意味での期間ではなく一応期間をつけて承ればといって

いる程度であることをおことわりしておく。

1-1．人口20年後の人口を林試案では大体15,000万

人と予想している。これは人口問題研究所の推定より大

言
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は しがき

昭和30年以来の日本経済の高度成長は，わが林業，木

材界に木材需給の逼迫→木材価格の高騰→林業所得の増

大となって，われわれ関係者を有卦に入らしめた。とこ

ろがこの神武景気も37年を峠として下降期に入り，業界

もまた不況に突入した。しかも一般経済界の不況は，設

備過剰→供給力の増大→価格の下落というのが一般的パ

ターンであるのに，われわれの不況は供給力の増大は国

内供給力の増大ではなく，外材輸入量の増大→市況の低

迷という姿であった。しこうしてその回復過程ほ一般経

済界が，総需要の増大→設備過剰の解消→市況の回復と

いう道筋をとるのに，林業木材界では総需要の増大は輸

入の増大となって国内林業を圧迫し，外材インパク1･と

すらいわれているのである。

しこうして，一方高度成長に伴う穂造変革の波は，従

来日本林業成立の基盤であった経済社会の二重構造の底

辺を掘り崩して，農山村の過剰人口，低賃金が一変して

労務者の不足，賃金の高騰となって現われた。すなわち

わが林業界は以上のように内ﾀ両面からの条件変化によ

って撰造変革を迫られているのが現在の姿である。しか

もこの傾向は林業の経済性をうたいあげた昭和39年の画

期的な林業基本法成立後ますます顕著となったことでま

ことに皮肉なことといわなければならない。これに対し

林業関係者はこれをどう受け止め，．どう対処すべきもの

か大きな歴史の転換点に立っているといって良いであろ

う。

しこうして，このような林業の構造上の問題は自然の

強い制約を受ける林業であるといっても，その変革は一

般経済社会および農業の動向に規制される面が大きく，

ほとんど他動的であるとすら思うのである。したがって
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設される計算であって，都市住宅の高層化，アパート化

が進単，郊外の住宅は比較的ぜいたくな層が持つといっ

ている。そうするとその構造はもちろん前者はコンクリ

ート造り，後者は木造ということになり，前者が主流と

なるのでわれわれに関係する住宅用の木材需雪ま減少す

るのではないかと思われる。

2．林業の長期ビジョン

以上で林試案のほんの骨格を述べた。以下林試案，あ

るいはすでに発表された農業の長期展望等を援用しなが

ら林業の長期展望の私見を述べたい。この場合私砿この

展望論で林業独自の要因として何を中心として考えたか

というのに，その問題点の第1は森林資源に対する評価

の見通し，これをさらに分ければ森林に対する評価と林

産物としての木材に対する評価の見通し。第2は雇傭の

問題に対する見通し，この2点が最も重要な柱であると

認識して考察したことを申し上げておく。

2-1．森林資源一体，科学技術が極度に発達した20

年後において，森林資源特に木材はどう評価されている

だろうか｡合成高分子製品,鉄鋼セメント製品等に押され

て現在のような評価はされていないだろうと思われる。

この見方は前述のフランス政府の出した『1985年，変わ・

る人間，変わる社会』の中で『木材や植物性産品は代替品

が出てきて将来不要になってしまうかも･知れない』とい

う悲観論を出している。価格が土がれば輸入が増加し，

さらには工業製品の代替品に食われるのが現在の状態で

ある。この傾向は今後強まることはあっても弱まること

はあるまいと思う。木材の用途は大体2つに分けて考え

られる。その1つは職造材料としての木材，他は工業原

料としての木材である。前者はきらに分けれぼ価格が安

い，入手が容易，軽い，取扱い簡便といった点が買われ

て仮設材としての用途でこれは今後狭められながらも依

然として使われるであろう。もう1つは木材でなければ

ならぬ用途，換言すれば天然産物としての稀少性をいか

した用途，別の面からいうと木材の居住性の優れている

点等を生かした用途ということで，この点では高級性が

要求されるということであろう。

次には工業原料としての木材であるが，木材エ業製品

は他のエ業製品に染られない特性を持っており，しかも

価格も比較的安いという強象を持っているので今後この

方面の用途は依然として増加するだろう。

以上を要約するならば木材の用途は価格の安い木材と

高級木材の両極端に分かれるということであって，この，

ことは林業経営に犬きな影響を及ぼすものであろう。

次に森林を対象とした林業プロパーの経済性の問題は

どうなるだろうか。前述のように交通網が整備されると

きい数字である。それは兎に角，その地域的配分は都市

人口は約9割（現在約6割)，腱村人口は約1割とその

労働人口稚550万人(現在1,300万人）とぷている。す

なわち現在ですら林業は労務不足に苦んでいるのに20年

後には林業労務者の母胎となる股村の労働力は，現在の

半分以下となるということであって，林業としてはこれ

にいかに対処するか，大問題といわなければならない。

そしてこの頃になると日本の人口の7～8割は関東平野

から中京，近畿，瀬戸内沿岸，北九州に至る太平洋岸メ

ガロポリスに集中してしまうであろう。とするとわれわ

れの林業地帯はこの地帯を除いた，北海道,Z餌上，裏日

本一帯，四国と九州の南部ということになり，いわゆる

人口過疎地帯ということである。いずれにしても人の問

題が林業の構造変革を促進する大きな因子である。

1-2．所得20年後の国民所得は総額140兆4千億円，

1人当たり108万円，米ドル換算3,000$という巨額なも

のとなり，大体現在のアメリカ合衆国なみの所得と予想

している。しかし，現在アメリカは昭和38年で1人当た

り所得は2,527＄・イギリス1,260＄･フランス1,266＄・

日本526＄というから相当な高度成長である。

注，先般報導された，内閣の生活審織会の20年後の所

得水準はアメリカ合衆国並みの2,500＄といって

いる。またフランス政府の統合計画本部が発表し

た『1985年，変わる人間，変わる社会』で20年後

のフランスの富の水準をアメリカ合衆国なふとし

ている。

1-3．交通20年後の乗用車の保有台数は，総所榊戸

数の85％の5,000万台。年間の供給煙は600万台，またト

ラックは営業者を主体として750万台と駐てい為。

注，昭和40年の乗用車の保有台数は1,180万台で，前

記の3,000万台は現在のアメリカ合衆国と西ドイ

ツとの中間である。

また生産関連の輸送施設は鉄道に代わって空中列車，

船に代わってホーバークラフトの類が開発され，その速

度ほ現在の鉄道，船に比べて10倍位になるだろうといっ

ている。

このような自動車の普及は当然高速自動車道の整備に

および，おそらくその延長は7千～8千kmにもおよび

日本全土を縦横断していることであろう。また，ホーバ

ークラフトによる海上輸送は北海道と京浜圏，南九州と

近畿圏との間に生野菜，生乳等の輸送が行なわれている

ことであろう。以上のような輸送施設の整備は農林業の

土地利用に革命的な変化を与えることと思う。

1－4．住宅20年後の住宅戸数は3,500万戸，ほかに

セカンドハウスが200万戸，合計3,700万戸の住宅が建
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いうう．ラスの要因もあるが，一方林業自体の持つ自然制

約からくる急激な生産性増大の困難日本の地形の複雑

さからくる採取過程合理化の困難さ，さらには労働賃金

の上昇等マイナスの要因が大きく作用して，私はむしろ

経済林業として成立する範囲は狭くなるのではないかと

思う。

一方20年後の社会において重要な資源となるものに水

と空気がある。20年後の高度産業社会に必要な水の鐘は

産業用，家庭用ともに莫大な量となることは明らかであ

る。その時は海水の利用，水の操り返し利用も進むであ

ろうが，なんといっても自然の水の保持者としてまた供

給の調節者としての森林の機能は童すます高く評価され

るだろう。また空気については国民の90％が都市に生活

するということになった時の空気の問題は重大である。

さらにはこの都市の安全のための国土の荒廃の防止また

は美観の維持が非常に重要なこととなるだろう。要すれ

ばこのことは経済林業の後退，国土保安林業の登場とい

ってよいことだろう。

もちろん，これらの公共的需要に対して現在ば保安林

制度があって，このため経営のある種の制限があるが，

その対価は支払われてない。しかしながら，今後は以上

のような公共需要のために経営の制限は強化拡大され，

保安林制度はもっと拡大されたものとなるだろう。そし

て制限を受けた森林所有林者には国または地方公共団体

から森林管理資金のようなものの支払い，またはこれに

準ずる援助措置がされておるだろうし，また，なされる

べきでもある。

さらに20年後の社会では大都市圏の人蒋はレジャーと

いうものが人生の重要な目標となるだろうと林試案はふ

ている。正にその通りで各国立，国定公園，県立公園等

の自然公園は森林の施業が現在以上に制限を受けるよう

になるだろう。また大きな面穣の森林経営者は林業生産

のほかに副業としての私設猟区の経営が案外利益のある

ものとなるだろう。要するに狩猟,釣り，キャンプ場，ス

キー場等燕の観光保健林業が一部には成立するだろう。

以上のことを結論としていうならば経済林業の後退，

一部に観光保安林業の成立，国土保安林業の大幅な進出

ということであろう。

2~2．林地面積現在，日本の森林面積は2,500万ha

であるがこの面積は農業と畜産との関係で相当の増減を

するだろう。

まず，その増の方であるが，日本の農地は現在水田

300万ha,畑500万ha,1戸当たりの平均経営面積は1ha

である。経済調査協議会『農業の未来像』によると,5年

後の農業は1戸当たり経営面積は2～2.5haであるがそ

の経憐単位あるいは作業面溌は協業等によって大型機械

が導入されて，大体70～80haと見込んでいる。そうと

すると傾斜'5度～20度以上の股葡馳は結局林地となって

ポプラ等の早成樹種が植栽され工業材料の有力な供給地

となることと思われる。このようにして減少する耕地面

職は大体’00万ha,あるいはそれ以上と同協識会は見込

んでいる。

他方，減少の方であるが，これは，畜産用地への娠換

で，これは林業としてあるいは国土保安の面から象て重

大な問題である。

林試案によると日本人の食生活の変化により現在に比

べ肉類の消費は6．3倍。卵の消饗ば1.9倍。牛乳および

乳製品の消費は4．7倍になるという。そうするとこれに

必要な牛は乳牛812万頭。肉牛1,936万頭，合計2,748

万頭が必要になるという。－－現在は乳牛'23万頭，肉

牛220万頭でしかない。

しかもこれらの乳製品，肉製品の国際貿易は大量に行

なわれるだろうが，もともとこれらのものは世界経済か

ら承て各国で発展すべきlocalinduStryであるから，各

国で解決しなければならぬし，またこれ位の頭数は日本

人5人につき1頭以上の牛を飼うことであるから現在の

日本の農業でば想像もできないが，国際的にふれば過大

ではないと林試案ではいっている。また一部の農政関係

者も可能であると考えているようである。いずれにして

もこの頭数を飼養するための所要の畜産用地は大体，頭

当たり0.5ha～1haとすると2,750万ha～1,400万haと

いう途方もない数字となるわけである。もちろんこの全

面積が国内で必要というわけではない。少なくとも輸入

量と，肉類の内ブロイラー，豚に代わった分だけは減少

するわけであるが，われわれ林業の側から承ると大変な

数字となることだけは間違いある重い。

注，現在の造成草地面菰は昭和40年8月現在で14万

haである。

しかもこれらの畜産用地は京浜圏に対しては東化，北

海道の山岳部に，近畿圏に対しては九州の山岳部に求め

られるとしている。兎に角真先きに狙われるのはこの地

帯および中部山岳地帯の国有林であろう。

果たして日本の気候,地形,地勢,地質から承てこのよ

うなことが国際比絞から承て人口5人に付き1頭の飼養

であるからそう簡単に可能であるといいうるだろうか。

いうまでもなく日本の国土は植物生態学的に象ると，植

相としての森林が最終形態で，人為の力をもって裸地あ

るいは草生地と植相を変化さしても自然の摂理はたえず

森林に向かって植生遷移が進行するものである。その途

中相としての草生の維持は非常に困難であり，ある意味
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すれば森林面積は相当減少すると思われる。

2-3．森林蓄積および木材需給次に森林蓄積はどう

なるか，結論的にいえば林甥子が先般発表した『重要な

林産物の需要及び供給に関する長期の見通し』のように

はならないだろう。

というのはまず第一に私は森林面積が前項のように相

当減少すると見ているのに対し，前記の長期見通しは今

後50年間は減らないと象ている。ここに生産量の見通し

に犬きな差力観われるはずである。需要については箙己

の長期見通しは昭和80年まで増加するが爾後は横這いに

なるとゑている。私の見方は悲観的でおそらく需要増加

の頭打ちは今後10年程度でくるのではなかろうか。しか

もこの長期見通しの狙いは別にあることであって本論に

おいてあれこれ議論するのは立案当事者としてははなは

だ迷惑なものがあるかも知れない。

いずれにしても木材需給の見通しは外材を抜きにして

の議論は全く無意味であるし，工業製品との代替関係の

検討も大変なことで，優に独立の見通し作業といって良

い。この小論での検討は無理であるが問題提起として私

の独断を申し上げておく。

2-4．林業経営林業経営変革の要因は2つあると思

う。その第1は森林資源あるいは木材に対する評価の変

化である。第2は雇用の問題である。この2つが林業経

営ないしは林業の構造変革を促進する原動力である。

第1の問題はすでに論じたし，その及ぼす影響は林業

技術の所で検討するので，ここでは省略したい。

第2の雇用の問題を検討して承よう。林業労務者の80

％は農業出身者，重たはその兼業者である。また林家総

数は270万であるが，その94％は農家であるので農業の

変革はすなわち林業労務者あるいは股家林経営者の変革

である。まず農業の変ぼうを検討してみよう。

昭和38年度における農家戸数は583万戸，経営面猿平

均約1haであるが，これが20年後どうなるか｡林試案で

は農業従事者の総数は現在の約4割，550万人とぶてい

る。また日本経済調査協議会の報告『わが国艇業の未来

像』では15年後の姿として基幹艇家戸数はわずかに200

万戸，その従事者は1戸1人として200万人とゑている。

もちろん兼業農家もあるであろうがほとんど無視されて

いる。しかも1農家平均の経営面積は2～5haである

が1腿業経営単位は大型機械を導入して70ha～80haの

協業形態を予想している。

このような農業ｶﾐ果して成立するか，しないかの議論

もさることながら少なくとも，このような股業が成立し

ないと，現在のアメリカな象の所得水準を持った経済社

会は成立しないのである。ここにこそ股業部内以外から

では反自然的な行為である。しかるに牧畜の盛んな諸外

国では草生地そのものが植生としての最終形態であって

日本とはまったくその自然的基礎を異にするもので，日

本で古くから畜産が盛んにならなかった原因は仏教によ

る肉食の禁止という社会的原因のほかにこのような自然

的要因もあったということを知るべきである。要するに

温暖多雨な日本の気候条件下の森林土壌のpHは4～5

という強酸性である。これに対し輸入牧草の適性pHは

6～7という中性または弱酸性である。したがって森林

から牧草地への転換には土地改良を要することはいうま

でもないが，さらに日本の温暖多雨の気候は諸外国の畜

産用地と異なり土壌養分をたえず溶脱させて土壌を酸性

化へと進行せしめて，植生は酸性草生地→森林へと進む

必銅生を持っているわけである。このような自然法則の

下の草生維持によってはたして国際競争力ある畜産業が

打ち立てうるであろうか，疑問なきを得ないのである。

ともあれ世上いわれている『日本の気象条件ば欧米諸

国に比べ，日照時間の長さ，雨の量などから牧茎濁泌培に

はるかに有利であることばいろいろの研究で明らかにさ

れつつある』－日本経済新聞，昭和41年7月18日論説

一などというようなことは植物生態学からゑるとまっ

たく俗説である。むしろ日本の気象条件は森林の生立，

あるいは稲作農業の生立には祷りであるが牧草栽培には

逆に非常に不利であるということである。

この間のことでおもしろいのは農林学者でも，植物生

態学者でもない哲学者の故和辻哲郎博士が風土の三つの

類型の一つとして牧場型を設定しヨーロッパの風土は牧

場型とは規定しているが，日本の風土は牧場型とは拳て

いない。豊葦原瑞穂の国は稲作の最適地ではあっても，

草生農学の適地とは象ていない。要するに畜産業に必要

な草生というものに対し非常に生態学的見方をされてい

ることは興味深いことである。一一和辻哲郎・風土。

要するに畜産のできそうな緩傾斜の土地があれば日本

の気象条件から鍬て有利であるからどしどし草生地にす

るなどということは非常に危険であり，また国土保安の

点にも問題があるので十分な科学的な検討を望ゑたいも

のである。

以上の通り，林地から畜産用地への転換は問題はある

にしても終戦後における林地の農地転用の例に見られる

ように時の勢いで相当の面積が転換されるのではなかろ

うか。

それは兎に角として，以上を総合してみると挫地より

林地への転換もあるが，林地より畜産用地への転換の面

積がはるかに大きく特に北海道，九州南部における1賑換

は大面秋になるのではなかろうか。これらの増減を差引

。‐
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2-4-2．公有林経営林業の性格が労務者の賃金の高

臓等から経済林業から国土保安林業へと性格が転換する

部面が多くなるとすると，公共団体によっては団体直接

の経営が困難となるので国に経営を委託する所も出るだ

ろう。あるいはまた私有林の経営と一体とした林業公社

一一後述する_一経営という形も考えられる。また現在

の部落共有林野，いわゆる入会林野は今次の入会林野の

近代化法によりその保有は近代化され，生産森林組合の

協業組縦あるいは個人有に分割されるだろうが，この分

割されたのは林業公社への信託経営に移行するのもある

のではなかろうか。

2-4-3.私有林経営私有林は全林野面積の57％。そ

の経営体は，林家数で270万戸，会社その他経営で28万

強であって’経営の態様は実に複雑多岐であるが，私有

林として考えるべきケースは次のろつであろう。その①

は林家，②森林組合，③会社その他の経営体。でこのろ

つがどう変わるかということである。

2-4-3-1．林家林家の総戸数は270万戸平均経営面

菰は2.4haである。しかもこの94%は農家との兼業であ

る。この林家の動向について，昨年策定された経済企画

庁の中期経済計画では，林家数は農家戸数の減少ととも

に減少すると象ているが，580万農家は前述のように200

万戸程度，あるいはこの4割程度に減少するとふられて

いるので’その割合で考えるなら林家数は170万戸程度

となり’その経営面積平均は4ha程度となる。この程度

の経営面秋の拡大では経営の近代化は期待することはで

きない。

まず，問題を単純化するために専業林家を考えてゑた

い◎

林試案によると，20年後における勤労者の，人当たり

年所得は'62万円とぶていて，また農家の所得もこれと

均等になるとしている。

同様に1林家当たりの所得も，これと均等になるとす

る。この場合の粗収入は，所得率90％とすると，大体年

180万円の林業収入が必要である｡この内主伐収入と間伐

収入の比率は大体9：1であるので，主伐収入は大体160

万円となる。これを主伐木価格4,000円/m3とすると,1

年の必要な主伐蹴は400m3/年となり，さらに経営林地

の平均生長瞳を8m3/年とすると。180万円の林業収入

をあげるに必要な経営面較は50haとなる。

すなわち20年後において勤労者の1人当たり所得に均

衡する収入をあげるに必要な専業林家の経営面讃は,50

haということである｡－－実際の経営は農林混合経営が

多いであろうが，いずれにしても’林家あるいは，股林

家の経営林地は，相当大きな面積とならなければならな

農業の長期ビジョンを百花斉放的に論議する大きな根拠

はここにあるわけである。

このような農業の姿から林業の労務者はどうなるかは

重大な問題であり，長期の見通しの上に対策をたてるの

が林業政策の主要課題である。

結論的に私見をいうなら経済社会の高度生産に伴う林

業労務者のほか産業への流失の激化，新規流入の杜絶を

考えるなら，従来の兼業形態の労務者から専業形態とな

り，週6日制，1日8時間制労働が原則となり，他産業

なゑの賃金となるであろう。このことは林業経営のあら

ゆる部面に深刻な影響を及ぼすものである。そして，そ

の労務者の賀金は1日6,000円～7,000円，国有林の営林

署長クラスで月給は30万円となるであろう。このような

給与で一体将来何が起こるか，またそのために何をなす

べきかということの検謝ま現在最も大切なことと思う。

次に所有別の林業の経営形態を考えて象よう。

2-4-1．国有林経営現在国有林は先般の中央森林審

議会の答申に沿って，国有林公社とするか，あるいは現

在の特別会諦削度の手直し程度にするか否か等の制度的

改革を検討中のようであるが，すでに述べた本稿の検討

からいうと中央森林審議会の答申の基礎をなすペイする

国有林という大耐楚が長期的に象た場合果して成立する

かどうか問題といわなければならない。もちろんこのペ

イするという意味には国有林の場合いろいろな段階があ

るので簡単に結論を出せないことではあるが－この論

議をすると長くなるので他日に譲る－－要するに経済林

業としての国有林から国土保安林業へと性絡の変換がな

されるのではなかろうか。ともあれ20年後の国有林は公

社となるかどうかはわからないが，その組織人員は非常

に簡素なものとなるのではなかろうか｡したがって現在

の直営伐採事業は民営に委譲され，産物の処分は競争入

札が原則となるであろう。しかし競争久札といっても単

純な競争入札という意味ではない。資源がある以上それ

に依存するエ業もあることだからなんらかのエ夫はされ

るだろう。要すれば現在のアメリカまたはカナダ国有林

が採用しているような競争入札といった形式も考えられ

るだろう。また，造林事業は単純労務者があれば良い人

エ造林でなく，ホワイトカラーの林業技術を駆使す弱天

然更新が主体となるであろう。そして直営伐採事業はし

ないが前述の観光保健林業ともいうべき部面にも進出し

て多角経営となるだろう。

要するに’20年後の国有林は中央森林審議会が意図し

たペイする国有林が果たして成立するか否かははなはだ

疑問であり，国有林がさらに国有林として成立する経営

意識の転換が大切なことと思う。
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い，ところが農家の減少割合で農家1戸当たりの林地所

有面積も減愚とすると，580万農家が200万農家に減少す

るとされるので，1淡家の林地の平均所有面積はわずか

に4haである。これでは到底林業経営などは問題にな

らない。なんらかの手段をもって経営面積の集中を図ら

なければならないわけで，現在270万戸ある林家は，大

体専業林家，農林家含めて20万戸程度に減少しなければ

ならないだろう。

以上ほ20年後のあるべき所得水準から単に計算した林

家の未来像であるが，このような林家を目標として経営

面積の集中を図る柵造改革が果たして可能か否かどうも

疑問である。

2-4-3-2．会社その他の経営体この経営体は総数28

万余あるが，その経営の態様は複雑である。要するに，

このグループの経営は雇用労務者に依存せざるを得ない

ので,専業労務者を従業員とし得ない経営体は相当出て

脱落するであろう。したがって，このグループの経営の

集中は相当進むと思われる。しかしまた一面そういい切

れないものも考えられる。というのほ，われわれの土地

に対する所有意識の問題である。すなわち，われわれは

土地を収益資産として承るよりは財産としてみる意識が

20年後といえども脱却し切れないのではなかろうか。挫

地は今後経営を前提としない所有は考えられないが，林

地では経営はしないが，財産として持つという意識は残

ると思われる。もちろん，このことは前述の林家につい

てもあてはまることではあるが，要するにこのことは，

別な角度から験るならば，所有と経営の分離は可能であ

るともぶられる。要は誘導政策よるしきを得るなら‘ぱ林

地の信託経営ないしは委託経営あるいは借地林業は可能

でなかろうかと思われる。今後の林業構造改革における

興味ある課題であると思われる。

2-4=3-3．森林組合現在施設森林組合は昭和39年で

組合数3,300，その面積1,150万haで,1組合平均面積

は3,600haである。

これらの組合は20年後どうなっているか,20年後の林

業は前述の通り経済林業と国土保安林業の2つになるだ

ろう。このうち森林組合は経済林業分野の協業組織とし

て現在のような私的性格を持ちながら残るだろう。しこ

うして規模，財政基盤は現在の数倍あるいは十数倍にな

らなければならない。

2-5．木材工業現在の木材工業は製材，合板，繊維

板，紙パルプの諸エ業であるが，このうち輸入素材を対

駁とした製材,合板工業が20年後も成立しているかどう

かはなばだ疑問である。なかでも輸入素凋＝輸出製材，

合板の形の工業は素材輪出国あるいは賃金の安い低開発

国の工業にとって替えられるであろう｡結局蕊､,合板と

もに国内産原木を対象としたものであり，さらには輸入

中間製品をも使っての加工度の高い集成材蕨家具の部品

生産へと伸びるであろう。要するに木材の良さを生かし

た高級木材製品工業が生き残ると思われる。次の繊維板

工業も傾向としては前述のものと変わりないと思うが，

これは製材，合板工業と紙パルアエ業の中間に位して廃

材利用が中心となるであろう。それでもこのエ業のうち

削片板工業が現在のヨーロッパのように伸びるのではな

かろうか。以上の諸工業を通じていえることは従来の木

材利用は木材の可能性の利用であった。このことは次第

’に鉄鋼，セメント，合成高分子製品にその利用分野が食

われて，結局20年後は木材の良さの発揮，就中構造材と

しては木材製品の居住性の良さということが木材工業存

在の大きな支えと思われる。

次に紙パルプ雪匡業であるが，従来日本の紙パルプ工業

は日本林業の特性である林業経営の零細性，賓源が貧弱

かつ複雑であるにもかかわらず，ア〆リカの巨大装置工

業型に向かって進んできたが，今後はむしろ加工度の高

いヨーロッパ型になるものと思われる。そして合成高分

子製品と結合した多彩な紙製品工業が開花することであ

ろう。

最後に，以上の既存の諸工業に対し，新しい工業はど

うであろうか。

一体木材は優れた特長もあるが，また次の4つの大き

な欠点を持っている。それは①腐朽する，②伸び縮みす

る,③燃える，④異方性を持っているということである。

現在①と②はある程度克服されていあが，③はいまだし

④に至っては全然駄目といってよい。しかし20年後には

この4つの欠点は経済ペースでもって完全に克服される

だろう。というのは,最近および今後の原子力工業,合成

化学の進歩は木材を基質としたまったく新しい物質が造

'り出され，木材利用の新生面を開いているものと思われ

る。たとえば，アメリカ原子力委員会のNOVA-Wrood.

日本の林業試験場のP12mo-Woodといったもの，また

は木材の超微粉末としての利用。あるいは難燃不燃木

材といったもので前記木材の欠点を完全に克服して木材

の良さを併せ持ったまったく新しい物質がつくられる。

このような新物質の生産，利用工業は日本的な高度木材

加工工業として大きく発展していることと思う。それに

してもこのためには大きな研究体制の整備が望まれるわ

けである。

2-6．林業技術ここでいう林業技術とは狭い意味の

育成林業を対象としたものであることをおことわりして

おく。
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20年後における林業は工業原材料生産を主目標とする

短伐期林業と，,構造材生産を目的とするものの2つにな

るだろう。このうち，前者は前述の農地から転換された

農地的林地で行なわれるだろう。しかし工業原材料は後

者の除間伐材等から供給されることはいうまでもないこ

とである。いずれにしても林業技術の主流はなんといっ

ても構造材生産の林業にあるだろう。とすると構造材生

産としての林業は短伐期，早成ということでなく，長伐

期で優良材の生産が目標ということになるだろう。早く

いうと，人工更新では吉野式林業ということになるだろ

う。このことは別の角度からゑると，利子を支払う借金

型林業でなく，利子支払いのない自己資本型林業一一林

業における盗本観念の転換一ということでもある。そ

れはさておき，さらに樹種別にいうなら中央以西のヒノ

キの育成は鋤pするだろう。また中央以東のカラマツの

育成は減るだろう。さら筵従来の林業技術の5種の神器

とされた林木育種，肥培，早生樹種の導入の諸技術の成

果も明瞭となり，なんでも成長の増大を狙う技術の推進

に反省力功nえられて施業の目的に沿った育種，肥培の技
〆

術が進むだろう。

次に天然更新か人エ更新かという問題であるが，20年

後においては天然更新の技術が大幅にとり入れられてい

ることだろう。大体現在のように人工更新と天然更新一

一粗放，放徹の別名であるが－と画然と分けて考えら

れるのでなく，人エ更新一一天然更新的人工更新一一人

エ更新的天然更新一一天然更新というようにこの2つの

間に明確な線は引き難くなるだろうと思われる。

いずれにしても林業技術の根底をなす植物生理，生態

学に画期的な進歩があるだろう。すなわち前者でいうと

植物生理の深奥に迫り化学薬剤を使用しての生理，生態

のコントロールいわゆるchemicalconrol技術の大幅な

進歩である。たとえば除草剤の使用の如き。後者の生態

学は天然更新技術の進歩に欠くことのできないものであ

る。要すればplantsuccessionのメカニズムの解明で

あるが，戦後日本の植物生態学の進歩は目覚ましいもの

があり，特に植物群落の生産力の研究等の分野では世界

第一流といって良いであろう。しかし，日本の植生で，

plantsuccessionを起こすメカニズムはまだわれわれの

ものとはなっていない。自然に基礎をおく造林という見

地からも，また労務者不足に対応して天然更新技術を伸

ばすという見地からも，ぜひわれわれはこの研究の完成

を早急にしなければならないし，不可能ではないと信じ

る｡生理現象の多様性が生物化学的一様性の知見により，

相当その謎が解明されてきたと同様に，植物社会の生態

学的現象の多様性もなんらかの統一的知見によって解明

されるものと信じるし，おそらく前述の植物群落の生産

力の解明がその中心的手掛りとなるものでなかろうか。

最後に20年後の林業経営において林木の更新，保育が

真に科学的になされるために，次の3つの施設が必要で
e

ある。まず林業経営をするその林地について造林上必要

な科学的データが整備されなければならない。しかもそ

のデータは主観的要素の入る余地のない客観的，計量的

でなければならない。たとえばそのデータはその土地の

土壌分析，腐植質の量とか含有成分，土壌生物，植生と

いった諸データが集められ，それが施業の経過に伴って

時系列的に整備されることが必要である。このようなこ

とのため全国から集まる資料を大規模かつ集中的に処理

する林業分析センターの設置が必要である。このように

個所ごとに時系列的に得られたデータはマイクロフィル

ムによって整理，保存される組織がまた必要である。か

くして集積，保存されたデータを駆使して林業技術者は

その林地の施業方針を決定する。そのために電子計算機

センターの設備が必要である。

要するに20年後の林業には分析センターによる科学的

データの集職マイクロフィルムによるそのデータの整

理，保存。そのデータを駆使しての施業方針の決定のた

めの電子計騨機，この3つが一体となって使われている

ことである。

3．結び

以上，林業の長期ビジョンについて私の考えを述べた

が，結局本論は林業のあるだろうと思われる姿-sein-

とあるべきであるという姿-sollen-さらにはそのため

に現在とられていることの批判，あるいは私の主観的判

断といった形のものが入りまじったものとなり，なんだ

詰らないと思われるでし主うし，私としても冷汗三斗の

思いのものである。しかし転換点に立つ現在の林業にと

ってこのような議論をすることiま将来の夢を語ることだ

けが目的でなく，このような長期の見通しの上から承て

今後，われら何をなすべきかを探求するために非常に有

用なことと思われ，特にこの種の論議はわれわれの分野

において大いになさるべきだと思われるが，一向に現わ

れないので，あえてまことに拙いものであるが一素案を

提供した次第である｡大方の批判と検討を得たいと思う。

しこうして，この素材は私’人のアイディアでしかない

ので不十分極まるものであり，数字のない概念的なもの

に止まってしまった。これは止むを得ないことである。

このようなことは多数の人衣の知恵を持ち寄るべきもの

であると思う。その論議する場としての林業長期ピジ園

ン研究会といった組織の設立を提唱したいと思うがどう

であろうか。
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〔10月号からの続き〕 遣の森林官から必要な助言などうけながら，独自の行政

を行なっている。

州有林・私有林の実績

林野庁の報告によると，17,800万haの州有林･私有林

の山火事・病虫害の保護・私有林の多目的利用などを主

な仕事としてやってきた。なお,95,000万本の実生苗と

75tの種子が昨年私有林や州有林の52万haに植えられ

たり，まかれたりした。また17,240万ha以上の州有林，

私有林が49州で山火事からまもられた。森林病虫害が5ろ

州で防がれた。小洪水を防ぐために，189カ所で森林測

迩が計画され行なわれた。その州は35に及んだ。97,000

人の小山林所有者が|49州でよい経営をするために指導さ

れた。

州・私有林に協力する予算

また普及員の問題であるが，州立大学に農業普及員が

駐在している。林業普及員はいないようである。州の山

林関係にはサービス・フォレスター(ServiceForester)

が出先に駐在して，山火事予防や植樹の指導など瀝あた

っている。これは小山林所有者を対象とするもので，40

ha以上の山持ちにはコンサルタンI､制度を採用してい

る。

事業面で象ると，林野庁は刺道などについて，私有林

に補助金などは出していない。自分のことは自分でやる

という考えである。協同道路(CooperativeRoad)とい

って，国有林と私有林をとおる林道を協同してつくる場

合がある。この場合も建設費用は木材搬出量など，いろ

いろの算定因子に基づいて，分担することにしている。

協力している面は，もっとも被害の大きい森林火災に

1,281万ドル，植栽に30万ドルを出している。こ.れはも

ちろん州政府に対しての援助である。さらに，もっとも

重視して補助しているのは，小山林所有者に対する林業

教育である。これには480万ドル出している。個凌の助

成ではなく，林業普及に重点をおいているのである。林

野庁の総予算の32,400万ドルのうちで州有林および私有

林に対する助成は約1,800万ドル約6％にすぎなl,､。

モンタナ州の山林局を訪ねて

このような形で州の林政は運営されているが，つぎに

私たちの訪ねたモンタナ州の実情にふれて承よう。

モンタナ州ではミズーラ(Missoula)という町に北部

営林局があった。そこには機器開発センター・森林火災

研究所・林道を主とした土木材料研究所など林野庁の出

先機関が独立して集合していた。ロッキー山脈の森林地

アメリカの

林業行政

川床典輝

〔福島県林務監〕塗

州有林と私有林

アメリカにも国有林，州有林，私有林がある。国有林

は約7,000万ha,州有林・私有林が17,800万ha,そのう

ち私有林は14,520万haある。この私有林は380万名の所

有者で占められている。この20％は大企業である鉄道会

社，またはパルプ合板製材会社等がいわゆる産業備林と

して所有しているようである。55％は40エーカーという

から,16haく．らいの小山林所有者である。この小山林

所有者は農業経営の一環として所有し，その経営内容は

日本の幾家林と同じように，所有者自身あまり大きな関

心をもっていない。したがって山林の内容もよくないよ

うである。州有林は50州のうち5州だけがもっている。

林野の連邦や州の機構と人員

農務省(DepartmentofAgriculture)のなかには，林

野庁(ForestSej:vice)があり，ここの一部局に州有林お

よび私有林部(StateandPrivateForestry)がある。

ここに森林経営・森林火災・病虫害・洪水予防と流域計

画・植栽などのセクションがあって，これらの森林に協

力している。約50名の職員が，この部局で行政にあた

り，450名ほどは出先の10営林局，州政府などに配属さ

れている。営林局には州有林給よび私有林部(DiViSion

ofStateandPrivateForestry)があり，一局に数名の

職員がいて，林野庁の行なう行政を実施している。州政

府にはいろいろの形で，森林行政を行なう部局があるよ

うである。私たちの訪れたペンシルバニヤ州では，森林

水資源保存局として森林の管理経営にあたり，その出先

に森林水資源部(DepartmentofForesLandWaters)

を20区に分けておいていた。州全体としては80名ほどの

森林官aorester)がいて，各区に数名づつ配属されて

いるようである。また，モ芝タナ州には山林局があり，

ここに42名の森林官がいる。山林局長は一名の林野庁派

、

芦

り
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モンタナ州山林局

州都へレナからは

なれてミズーラは

独立している。

トレイルダレーダ
ー

歩道づくりなどに

つかわれている。

帯を開発するための林業の中心地であった。ここは州都

へレナ(Helena)から186km(飛行機で30分）ほど離れ

たところ漣が，州の山林局だけは，ここにあった。私は

異様な感じをうけたが，山林局長の説明でここにある理

由がわかった。州政府の山林局長は，こと森林に関して

は絶大な力をもっている。州知事は林業に関して，学識

と経験と技術をもつ山林局長に森林行政を全面的に委し

ているのだった。これほどまかされている山林局長は，

林業のいろいろの機関のあるミズーラにある方が便利で

あると考えたのであることを知った。

しかし州政府は連邦政府と林政面で完全に別な組織で

ある。もちろん一部連邦政府と協力する部門はあるが，

ときに別な政策を打出すこともある。この点日本と大部

ちがっている。ここで主な仕事は240万haぽどある州

有林の管理保護と480万hajほどの私有林の指導である。

国有林は最大多数の国民のために恩恵を与える。州有林

は教育機関のために最大の恩恵をほどこすことを目的と

している。したがって州有地は農業や牧畜をやる個人に

売ったり，貸付はしているが，州有林織絶対にそんなこ

とはできないことになっている。

私有林はとくに，小山林所有者の経営がうまくいって

いない。連邦政府もこのような地域に責任をもつべきで

あるということになった｡これは教育を行なうのが,もっ

ともよいということになり,1.950年協同管理法(Coopoza.

tiveManagementAct)が連邦議会を通過した。この法

律は州山林局が私有林所有者に土地管理を教え，この経

費の苑まで連邦政府で支払う内容のものである。

山火事・病虫害・普及が重点

また，もっとも被害の大きい山火事防止に力を入れて

いる。山火事はモンタナ州の人でなく，よそからくる人

がおこす場合が多い。その損失を州で負担するのは正当

でない。こんな主張がとおって連邦政府が協力するよう

になった。州有林･私有林の山火事を防ぐのに,50万ドル

(1億8,000万円）必要である。その弘を連邦政府で協力

することになった。その他連邦政府ば，防火用に軍隊で

つかった古い1､レーラーバスなどを移動式見張台用に，

ガソリンタンクの移動車を火防用水や化学薬品入に無料

で払い下げてくれる。さらに木材を買う人は1,000ポー

ドフィート（約8.5石)あたり1ドルの餐用を火防用に州

に支払う。これで臨時防火員200名をやとえるという。

つぎに苗木であるが，州営苗畑をもって挨畜業者や股

家の防風林のために配っている。これは連邦からわずか

補助があるが，生産コストで販売している。

また木材会社をつくるときなど，連邦政府から融賓を

うけることができる。青少年キャンプなどもあって，16

－18歳の問題児を50人-100人と収容して，森林作業に

従事させている。これには，むろん強かん・殺人・マヤ

ク・デイスイ常習者はのぞかれるが，いずれにせよ，連

邦政府は州政府をとおしても貧乏・失業に対する対策を

森林に求めている。なお森林組合などもあるが，補助を

うける機能はないようである。

最後に予算を見ると，主なもの砿管理事務費，州有林

維持費として20万ドル，防火・火災発生危険防除作業に

75万ドル，苗畑に8万ドルなど100万ドル（5億6千万

円）である。このうち50彩弱は連邦政府から支払われる
という。

教育事業に主力をそそぐ

これまで述べてきたように，州および私有林に対して

連邦政府の州政府に対する援助はわずかなものである。

州政府も連邦政府に対して，独自な立場で州の林政を実

施している。州政府が私有林所有者に口を出しはじめた

のも，最近のことである。私有林は所有者自身でうまく

経営すべきである。うまく経営するために，教育すなわ

ち普及事業(Extension)をとおして，援助していく体

制をとっている。共通した主な仕事は，山火事防止・病

虫害予防・水資源の確保などである。

調査研究

試験研究の機祷は大きい

試験研究の分野をながめてみよう。林野庁のなかに調

査研究部(Research)がある。ここでは森林経営．野生

《
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動物の育成・林産物と織賊｡林業経済と市場亀水溌源と

レクリエーション・森林火災・森林昆虫“森林病害など

の8部門に分かれて研究体制をとってい愚。さらに全米

に10カ所の森林実験研究所《恥愛estEXpezimentStatiCn)

林産研究所(theFo"estProdUctLaboratoZy)熱帯林業

研究所(thelnstituteof'rropigaLFozes"y)がある。

ここで，とくに，謂査研究上ふれなくてはならないこ

とは，林野庁の部門が国有林。州私有林・森林開発（調

査研究）の三大部門に分かれていることである。すべて

調査研究の基礎の上にたって開発をすすめていこう．とい

う態度である。さらに注目すべきことば，林野庁の職員

が約20,000名いる。そのうち12,000名が労務者であり，

のこり8,000名のうち,47000～6,000籍がいわゆる林業

専門家である。のこりの3,000～4,000名は植物・動物α

地質その他いろいろの自然科学者がいるということであ

る。これは林業の態うな総合的応用科学をすすめるうえ

に，きわめて大切なことで，これら科学者の仕事をつみ

あげて，林業専門家がマネージしていく態度につよくう

たれた。私は合理的なこの進め方に今後の発展は大いに

期待されるものがあると思った。

研究所は目的ごとに設立

私たち訪問先のウエスト・バージニヤ州のパーソンと

いうところで，北部森林実験研究所(NorthernForest

ExperimentStation)として，木材と水の研究をする研

究所TimberandWatershedLabomtoryをゑた。こ

こでは伐採と水の浸食関係を現地で調べていた。またペ

ンシルバニヤ州のワーレンでは森林のレクリエーション

と野生動物研究所としてForestRecreationandWildlife

Laboratoryがあった。ここで私たちは数日を過ごした

が，こんな研究所は日本では承たくてもないであろう。

また，モンタナ州ミズーラで，土木材料テスト研究所

をぷた｡ここは林道用の資材の検査をしているところで，

土壌の強度試験をしているのはおもしろかった。同じミ

ズーラに機器開発センター(EquipmentDevelopment

Center)もあった。カルフォルニヤとここの二つしかな

いそうであるが，機器の開発とテストと標準化のための

試用を目的としているところであった。苗畑用カルチベ

ーター,,j､径用グレーダー(TrailGrader),ジャイロカー

(Gyrocar)などの林業機械はとくに参考になった。また

山火用防煙マスク・消火剤・防火剤・パラシュートの研

究,その他いろいろのテーマをとりあげ,ここだけで47万

ドルの予算をつかっているという。これはうらやましか

った。童た同じミズーラであるが，森林火災研究所(the

ForestFireLaboratory)があり，ここでは雷の雲をけ

の林業技術〕FF奉淫Tlリノーー－

す岡鶴を主なテーマとしていた。まことに雄大な研究で

あり，立派な研究所であった。またアイダホ州(Idaho)

のモスコウ(Moscow>という町にば，森林科学研究所

(EeZes"ySciancesnaboratory)が丘の上にあった。

ここは松につくサピ病をとりあげて,育種の研究をして

いた。とおったコースだけでもこんな腱多くの調査研究

機関歴ふれることができた。

調査研究の予算は11％

さいごに森林開発，すなわち，調査研究の予算である

が，1967年（会計1966年7月-1967年6月）には森林管

理面体材・洪水･野生動物・レクリエーション等）に

1,472万ドル，森林保識面(森林火災・森林昆虫・森林

病害）に904万ドル，森林生産物･機械面に704万ドル，

森林費源経済面（森林測戯，市場調査，経済調査）に77

万ドル，その他設備面に336万ドル，計3,859万ドル(158

億9,240五厩）を投じている。

この経費を，林野庁全体の大きい項目別に比べて承よ

う。森林管理(ForestLandManagement)に17,452万ド

ル，州および私有林協力に1:7.90万ドル,林道に101,250

万ドルとなっている。調査研究費は全予算35,431万ドル

のうち，約11％の巨額になっている。日本の実情はどう

だろうか。やはり調査研究面を重視する国はその従事す

る専門家による組織的な進め方が非常に上手である。し

たがって，今後アメリカ林業の進展は期して待つべきも

のがあると感じた。

レクリエーション

レクリエーションは国有林の大切な資源

アメリカ国民は，レクリエーションを楽しむ国民であ

る。週のうち土・日‘は休日である。ベッド・料理場つき

のトラベルカーを引っぱって森林や川や湖にいく。そし

てキャンプをしたり，ハイキングをしたり，魚つりやリ

ョウをする。こうして二日間を楽しく暮すのである。こ

ういう場に国立公園や国有林をつかうのである。ここで

は国有林を主にしたレクリエーシ園ンにふれてみよう。

林野庁に嘘，国有林資源管理部門(NationalForest

ResourceManagement)がある。そのなかにレクリエ

ーションと土地利用の分野がある。営林局にはレクリエ

ーシ国ンの部門があり，この分野を組織的に非常にたか

く評価している。予算をみると，国有林管理全体で，

14,855万ドルつかっている。そのうちレクリエーション

の一般利用に5，126万ドル（去年より265万ドル増加）

つかい，全予算の21影になっている。さらに野生動物の

保護育成費390万ドルを加えると，実に24影の経饗を投

じていることになる。調査研究部門の予算では，野生動

蕾
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ムースというシカ

の一種

人にむかってくる

が，のんびりと水
草をたべる。

トラマ＜ルカー

土，日にこうして

レクリエーシ己ン

を楽しんでいる。

灘マスつり

マスは1日1人8匹し

かつってはいけない｡

物の保護育成費を加えて156万ドルの経費をかかげて，

レクリエーションの向上につとめている。

林野庁の報告によると，国有林を訪れる人は1964年に

134百万人で，前年より12百万人以上増加していあとい

う。こんな面からも予算猪置は毎年ふえているようであ

る｡レクリエーションと野生動物研究所(Recreationand

WildlifeLaboratory)があるのも,また当然だと思った。

レクリエーションのための林道は舗装

まずレクリエーションのために訪ねる人なのための道

路であるが，国有林のなかにはその必調生によって，国

道の1，2級道がとおるとき舗装された立派なフォレス

ト・ハイウェイ(ForestHigh-Way)とよばれる道路が

とおっている。この道路は商務省が建設し，林野庁はこ

の計画に参加するのであるが，林道はどうだろうか。林

道のうちでもっともウエイトの高い道は，なんとレクリ

エーションのための道路なのである。二番目は連続使用

する二道路を連緒するとき，または将来10年間開発につ

かうときの行きづまり道路，三番目は野生動物や木材管

理上必要なもの，最後に，木材搬出用にのみ使われるも

のと区分けしている｡このように国有林のなかの林道は，

レクリエーションに必要なものだけ砂荊しき一車線から

アスファルトニ車線にわたってつくっている。このこと

は，日本の材道の考え方と大変ちがうようであるが，予

算面からも，実際面からも，レクリエーシ富ンを重現し

ていることが，よく､わかるのである。アメリカの国有林

で，彬萱面で直轄事業としてやっているものは，何もな

いが，歩道維持とか，キャンプ場の砂利しきなどだけで

ある。そのほかレクリエーション面ではマスがとれるよ

一

カーピンク・ポス

ト

樹幹に篝しない

ように，ここにか

く。

E

うに，タマリ場を川につくる仕事などである。

森林の役割は水資源・草資源・レクリエーション・野

生動物の保謹育成・木材資源の5つである。そしてレク

リエーションの問題になると,得々として話し出すのが，

国有林の役人であった。案内してくれたところも，実に

多かった。また，あざやかに印象にものこっている．。レ

クリエーションの目的は訪れる人為に自然を教え,林業

を教え，費源の保存を教えることであるといっていた。

そのためにウエスト・バージニヤ州のモノンガヘラ国有

林では，訪れる人女に森林情報センター(Information

Center)を1089000ドル(3,888万円）かけてつくってい

た。またペンシルバニヤ州のアルケニー国有林では，そ

の営林署の全予算498万ドルのうち，121万ドル約24％を

レクリエーションの費用にあてていた。

国有林のなかをバスでとおると，リス。シカ・エルク

（シカの一種)・ムース（おおじか）など随所で承られ

る。七面鳥やクマも国有林のなかの大切な動物とされて

いる。クマなども人為に危害を与えるものでないと毒え

られている。これらの野生動物はレクリエーションのた

めの大切な存在なのである。レクリエーションとは特別

なものでなくて，美しい風景を楽しんだり，野生動物を

自然のなかに象たりすることであるからである。

レクリエーションのととのった施設

こうして国有林はすべてに公開されている。だからサ

イン。シ富ツプ(SignShop)といって，ここの国有林

は何のためにつかっているという表札が実に多い。これ

にも，たかい金をかけている。たとえば，レクリエーシ

ョン蝿卿或(RecreationArea)とか,木材販売地域(Timber

f

‐
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SaleArea)とか，何存の試験をしているとか，いう具

合である。

こうして国有林の管理は自然をまもり，野生動物をま

もる州と一緒に管理されている。キャンプ使用料は1日

1ドルをスタンプでとっている。これは日本でいう担当

区の職員がまわっていって，使用していたらもらうこと

になっている。マスつりは，一日一人8匹寮でとってよ

い，一人で16匹まで家にもっていっていいことになって

いる。一日8匹以上とると25ドルの罰金がとられる。ま

た，シカとか，クマとか野生動物は，年一人一頭ときま

っている。これは州によってちがうが，アイダホ州では

一人年七ドルとかいっていた。これらの収入はその州の

ものになるとのことであった。

レクリエーションの地或は，美しく清潔に塾猟されて

いた。たとえば，キャンプ場は水道あり，水洗便所が

あり，ちりやご象など見たくても見えなかった。また水

国有林の

多目的利用

山本速水

〔高知県・山本林業株式会社社長〕

1・アメリカ国有林の管理とその目標

アメリカ連邦政府の所有する国有林がどうしてできた

のかその歴史的由来は詳しく知らないが，端そらくその

大部分は民間人の手によって開発されないまま残された

土地や森林が国有地になったと思われる。現在はこれら

の国有林は連邦政府機関の山林局(ForestService)に

よって管理されている。国蒋林野面職は約7,000万ha"

り，約2万人の人達によって管理されているがこのうち

正式職員は8鋤000人でさらに分類すれば5,000人の森林

官(Forester)とろ,000人の植物学者，地質学者あるいは

土木工学等の専門家(Professional)よりなる。したが

って一森林官とその部下によって約16万haの森林が管

理されているとのことです。ここで注目したいのは，実

に5，000人もの多くの専門家がスタッフとして働いてい

ることであり，技術研究水準のかなり商いことが想像さ

れます。アメリカ山林局の仕事は大部分この国有林を管

理することですが，その他に試験研究部門(Research)

と一般林政部門(Cooperation)を持っています。そもそ

の林業技術〕－

泳場・見晴台もあり，駐車場ももちろん，舗装されてい

る。歩道も一部舗装されたり，木片やチップをしいて土

壊浸食を防いでいる。樹幹にいたずらしないように落書

板(CarVingPost)をたてたりしている。

アメリカは日本の21倍ほどある大きい国である。なか

には森林はやけて散生した地帯，砂漠地帯などの不毛地

帯も大きい面積をしめている。これらばアメリカにとっ

ても大きな問題だと思う。しかし，それだけ森林を大切

にし，緑に対するアコガレはつよいようである。ワシン

1，ンなどは，森林公園のなかにホワイトハウスがあり，

官公庁がある。リスがたわむれ，ハトが私の手にのって

くるようなところである。ここで世界をリードする政治

が行なわれていることにある明るさを感じた。こんな点

でレクリエーションを通じても，アメリカの森林はまも

られ，林業は今後ますます発展するものと思った。

も国有林管理の始まりは，森林火災の防止と消火を目的

として組織化されたものであり，現在でもかなりのウエ

イ1､を占めていますが，このほかにも木材生産，牧草地

造成(Forage),レクリエーション設備,流域管理(Water-

sheds),森林病害虫対策，人工造林，野生動物の保護な

らびに狩猟用動物の増殖などがあります。かれらがこれ

らの目標を山林局のマークの中に刻み込んでいるのはい

かにもアメリカらしい。すなわちWood(木材生産),

Water(水資源澗穂ならびに流域管理),Forage(牧草

戦培),Recreation(レクリエーションの場の造成),

Wildlife(野生動物の保誰）といった具合です。そしてこ

れらの項目がウエイI､の差こそあれ忠実に管理面で実行

されているのを見て，これが国民にサービスするという

本来の国の機関のあり方かと感心させられた次第です。

これらの諸項目の中でわが国と比較して特に目につくの

は，国有林を国民のレクリエーシ重ンの場として提供す

為ということです。仕事の量の面から見ればもちろん木

材生産部門が断然多いのであるが，わが国の国有林の仕

蛎の現状と比較して，アメリ.力の場合いかに多くの国民

に国有林を利用してもらうかという立場に立って，レク

リエーションの場の造成に大変な力を注いでいるのを見

て，実に感心させられた次第です。

2．国有林とレクリエーションの場

国民に野外生活(Outdoors)を楽しんでもらう場所を

提供する国の機関は，内務省国立公園局(NationalPark

Service)と盤務省山林局であるが，前者は国立公園を管

理し，公園内の土地は全部国が買上げ100％国の管理下

－15－
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に置かれている。公園内の諸施設たとえばレストラン，

モーテル，土産品売店等は入札によって民間業者が国の

監督のもとに営業を行なっている。また公園を利用する

場合は，入園料を支払わねばならないが，この収益はす

べて公園の拡張や設備の拡充に振り向けられる。山林局

の場合にばレクリエーションの場としてふさわしい場所

にそれぞれの設備をし，一般に開放している。アメリカ

の野外生活にどんなものがあるかと言えば，まずキャン

プ，ハイキング，狩猟，釣，乗馬，水泳，ボート遊び等

があり，このほかにも旅行の－種として，展望台に立っ

て景色を楽しんだり，バンガローやモーテルなどを利用

して，そこで週末や有給休暇を楽しむのもこれらの中に

入るかと思う。こういった野外生活を楽しむための設術

としては，キャンプ場として一定の場所を指定し，そこ

に食事用のイスとテーブルを作り，バーベキュー用のカ

マドを置く，また簡易上下水道を敷設し，洗面所まで建

設する。指定された場所以外にテントを張ったり焚火を

したりすることは禁止されており，また薪なども用意さ

′れたもの以外は使用してはならず，乱りに樹木を伐倒す

ることは厳禁されている。ハイキング用の小径には途中

で動植物についての解説や，地賀あるいは朧史的なでき

ごと等を掲示し，歩きながらいろいろな勉強ができるよ

うに工夫されている。狩猟はアメリカ人の大好きな遊び

の一つであるが，狩猟用動物の増殖にも大きな努力をし

ている。楼息する場所を十分広くして保謹している。狩

猟解禁日数はきわめて短く，州によってまちま､らである

が長い州で二週間，短い州ではたった二日といった有様

である。また期間的な制限のほかに動物の種類別に一人

当たりの一シーズンの捕独数が限られている。釣につい

ては川の流れに改良を加えて産卵がしやすいような堰堤

を築いたり，人工孵化や發魚を行なって川に放流してい

る。（これは内務省管轄）釣り上げる魚の数も一日八匹

以内に制限されており，それ以上とると一匹につき25ド

ルの罰金をとられる。水泳やボーI､遊びのためにはダム

によって人工湖を作り，水浴場やポート置場などの設伽

をする。同時に湖の周辺にばキャンプ場やバンガローを

作るといった具合である。今までに挙げてきたいくつか

の設備も，そこまでやってくるための道路が開設されな

ければ意味がない。アメリカの国有林ではモータリゼー

ションの国の実状に合わせて多目的の道路がどんどん開

設されつつある。道路開設の立案に際しては，多くの目

的を加味した最も相応しいコースと最も相応しいクラス

の道が作られる。たとえば木材搬出とレクリエーション

と双方に利用され為道については，湊がたたないように

の林業技術〕 一－－

舗装されるかあるいは塩化カルシウム等の薬剤が散布さ

れる。これは淡のたつ道ば誰もが知る通り決して快適な

自動車旅行はできない。したがって少しでも快く国民に

利用してもらうための配慮がこの辺にも伺うことができ

る。大変羨ましく思うと同時にこの事実よりもむしろ考

え方に敬意を表する。いま一つ道路についてのアイディ

アをご紹介すると，登り道でしかも多くのカーブのある

道は所を上り二車綴下り一車線と合計三車線になってお

り，これは重量の重いトラックなどが道を上がってゆく

場合のろのろ運転になることが多いが，乗用車がこれを

追越そうとすれば大変無理をせねばならず，かつまた危

険でもある。こういった場合を予想して上りは二車線に

して安全に追越しができるように作ってある。これなど

は運転者なら誰でも経験することであるが，これを実際

に実行に移していることは感心に値することだと思う。

3．森林の大衆への解放と秩序ある管理

森林を多目的に利用する場合，特にレクリエーション

の場として大衆に解放する場合，放置しておけば必ず自

然が破壊されることは今までの経験からしても明らかで

あろう。アメリカの場合でも種なのいたずら溌後を断た

ないとのことであるが，十分な管理と指導によって段だ

と減少しつつあるとのことです。したがって安易に解放

することは厳に慎むべきことで，多大の投資をして十分

な設怖を施した上で解放されなければならない。さもな

ければ利用者に対する十分な指導ができないと思うから

である。

森林の多目的利用といっても，すべての林分を多種類

の用途に利用するということではなく，最もふさわしい

用途に利用するということである。たとえば森林限界に

近い高さの山林は木材生産の場として利用するよりも，

むしろレクリエーションの場として利用した方がふさわ

しいのではないだろうか。つまり国有林の経営管理目的

の中にこのレクリエーションの場を提供するという項目

を挿入することである。大自然の美しさに接することは

この上もなく楽しいことであるのは誰も否定しないと思

うが,この自然に到達する方法に問題があろうかと思う。

重装備をかついでの本格的な登山や，後日に疲労を残す

ような方法しかない場合には，もはやそれらの施設は一

部の若者や，愛好者の独占物になってしまうでしょう。

できるだけ多くの人達，特に婦女子や老人あるいは幼児

達が気軽にしかもやすやすとその場所に到着できねばな

らない。そのためには自動車道の開設がまずその前提に

なる。そしてさらに道に迷わないために案内板や道標を

十分備える必要があると思う。このこと一つをとって象
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てもいかに莫大な投資が必要であるかおわかり願えると

思う。

5．わが国の国有林への提言

森林の多目的利用といっても今まではレクリエーショ

ンのための利用の象について述べてきた。それはこれか

らのわが国の国有林が瀧極的にこの問題にとり組んでほ

しいと思うからです。国土が狭くしかも山林の多いわが

国では，必然的に都市への人口集中が行なわれ，それら

の人為はほとんど自然に対して飢餓状態に近いのではな

いかと思う。したがって若者やお金のある人々はその自

然を求めてある程度癒す機会にも恵まれるが，その他の

･室大多数の人なは満されないままに生活をしている現状で

ある。そしてその不満のはけ口が種海の都会の病巣とな

って現われていると思う。過去において日本人は働く事

毒至上と考え休息や娯楽は悪いことだと考えていた時代

があった。そして国の政策としても何一つ健全娯楽を育

てなかったように思う。しかしこんな考え方はもう現代

の生活にあては蓑らなくなっている。明日の勤勉を培う

だめの楽しみや遊びは大変良いことであり，もはや現代

生活には不可欠の要素となっている。したがって健全な

娯楽を開発することはぜひとも必要なことであり，また

同時に多くの犯罪の予防にも役立つことと思う。現在考

えられる健全娯楽の中で，野外生活を楽しむことは最も

良いものの一つであると考えられる。今日日本では大変

不健全な遊びが流行しているが，その原因は不健全な遊

びが好きなためではなく，健全な遊びができないからで

＝

林業視察団

旅日記

〔岩手
一

金沢裕臣

県山林種苗協同組合長〕

アメリカの林道視察日程表

5月21日(土）午後9時45分羽田空港を出発。同日午

前9時ろ7分ホノルル着。ホノルル泊

5月”日（日）午後2時ホノルル発サンフランシスコ

径由。

5月23日（月）午前6時45分ニューヨーク・ケネディ

国際空港着。ニューヨーク泊。

5月24日（火）午後5時55分ワシントン空港着。生産

あると思う。つまり国民は健全な遊びの場所を渇望して

いるのだと思う。この観点に立って今健全娯楽を提供し

てくれる場を捜し求めた場合，わが国の国有林以外にそ

れができる場所があるだろうか。近来の公共設術には莫

大な用地買収のための磯用がかか為ことば衆知の事実で

あるが，りっぱなしかも秩序ある管理のできるレクリエ

ーションの場を提供できるのは，国有林以外にないと思

う。わが国の国有林の歴史を振り返ってゑても，名実と

もに国民の財産であったとはいい難いように思う。社会

生活が大きく変わってきた現在，国有林の果たすべき役

割もそれに適応せねばならぬと思う。国有林は今まで一

般の行政機関のように常に大衆と接触する立場にはいな

かったために，ともすれば国民の財産を管理せねばなら

ぬという使命を忘れ，その森林や管理組織を，国有林一

家といった気持で私物化する傾向がなかったとも言いき

れないと思う。今後は一般大衆と国有林との接線をでき

るだけ長くするよう努めるとともに，国有林は国民のた

めに何ができるかを考えるような姿勢に改めていってぼ

しいと思う。そうすることが現在わが閥の国有林が抱え

ているいろいろな問題に対する一番良い解決策ではない

かと思う。そうすれば，より多くの人が国有林を訪れ，

そこで楽しむようになり，やがて皆は国有林はありがた

いもの，なくてはならぬものと認識するようになる。そ

うした時に初めて，「ここは国有林です，国有林を愛し

ましょう」という言葉が本物になると思う次第です。

性本部の大阪谷，小山両氏の出迎えを受ける。夜7時半

より団員打合せ会。この時テクニカルリーダーのラ・フ

ェーヴァー氏を紹介さる。

5月25日（水）公式日程に入る。アメリカ挫務省連邦

山林局訪問。長官不在にて次長のA.W.Greeley氏に面

会す。旅行日程，アメリカ林業事情の説明を受く。

5月26日（木）連邦山林局，日本大使館を訪問す。

5月”日（金）アレクサンドリア市(ヴァージニア州）

にある山林局航空写真測戯センターPhotogrammetric

ServiceCenterを見学。

5月28日(土）休日

5月29日（日）パスにて午後2時ワシン1､ン出発，シ

ェナンドウ国立公園（ヴァージニア州）に到蒲，同地滞

在。

5月50日（月）メモリアルディ（アメリカ合衆国の祭

日）バスにてルーレイの大鍾乳洞見学b公園内のピッグ

メドウス担当区事務所を訪問す。
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5月51日（火）シェナンドウ国立公園長R.Taylor

HOskins氏他幹部の人倉からアメリカの国立公園に関す

る事情につき説明を聞く，午後1時15分出発。バス旅

行。国立公園，ジョージワシントン国有林，モノンガヘ

ラ国有林を視察し，エルキンス市（ウェストヴァージニ

ア州）に到着。同姻自。

6月．1日（水）パーソンにある伐採作業と流域管理に

関する研究所TimberandWater-shedLaboratory"

よび試験林を見学。午後はエルキンス営林署を訪問，モ

ノンガヘラ国有林の現況等につき説明をきく。夜当市の

ライオンズクラブの歓迎会に出席す。

6月2日（水）バス旅行。モノンガヘラ国有林内の視

察。グリンブライヤ担当区事務所やジョブコウセンター

に立寄る。ホワイトサルファースプリングという町に到

着。同地泊。

6月5日（金）バスにて国有林内視察エルキンス市へ

戻る。同地泊。

6月4日(土）エルキンス営林署の資材格納庫および

標板製作所（サインショップ）を見学。午前10時5分エ

ルキンス市を出発，バスにてピッツバーグ市（ペンシル

ヴァニア州）に到着。同地泊。

6月5日（日）バス旅行．午後1時25分出発，夕方テ

オネスタの町からアレゲニー国有林に入る。6時5分ワ

ーレン市（ペンシルヴァニア州）到着。同地滞在。

6月6日(月)～6月9日（木）ワーレン市滞在。ワー

レン営林署訪問，アレケニー国有林内視察，1929年に造

林された日本カラマツの造林地あり，ペンシルヴァニア

州の林務事務所DepartmentForestandWatersを訪

問，キンザーダム見学b

6月10日（金）パス旅行，午前9時20分ニューヨーク

州に入る。フレドニアからエリー湖畔の高速道路を経て

バッファロー市に到着。同地泊。

6月11日(土）バス旅行。ナイヤガラ曝布見学。

6月12日（日）午前8時55分，バッファロー空港発，

シカゴ径由，11時10分ミネアポリス着。ここでローカル

線に乗り替え午後5時45分，ミズウラ市（モンタナ州）

に到着す。バッファローから約2,960キロ，所要時間12

時間，ミズウラ洲在。

6月13日(月)～6月14日（火）ミズウラ滞在。第一営

林局土木部を訪問,第一醤林局長N.M.Rahm氏と面会。

モンタナ州山林局を訪問，局長MoOn氏と面会。それぞ

れ管内の事情，あるいは林業行政について説明を聞く。

土木資材の検査研究所MaterialTestingLaboratory,

航空写真測量部Photogrammetry,機器開発センター

1

の林業技術〕

EquipmentDevelopmentCenter,森林火災研究所逓re

Laboratory等を見学す。

6月15日（水）午前7時50分ミズウラ市を出発。バス

旅行。9時40分，州界ロロ峠にかかり，これよりアイタ・

ホ州，クリヤオーター国有林に入る。ポウエル事業所に

立寄り山中にて昼食をとる。夕方Nezperce国有林の一

部を視察。ロウエルのバンガローへ泊る。

6月16日（木）午前7時40分出発，パスの旅。途中か

ら営林署の小型車に分乗クリヤオーター国有林内の伐採

現場を視察す。午後Ahsahkaにある合板工場Jaype

MinPotlatchForestslnc、を見学。オロフイノの町に

泊る。
へ

6月17日（金）バス旅行。ドヴォルシアックダムの建一

設現場に立寄る。午前10時ルイストン市のポトラッチ林

業会社のクリヤオーター工場を見学。モスコワ市にある

森林科学研究所ForestrySciencesLaboratoryを訪問。

5時30分コーダレン市到着。

6月18日(土）午前中，コーダレン営林署の苗畑を見

学。夜6時より営林署職員の年1度のパーテーあり。一

同招待さる。

6月19日（日）休日。午後2時より営林署長宅へお茶

の会に招待さる･

6月20日（月）営林署長St.Jbhn氏の案内で,コーダ

レン国有林内の林道敷設状況，林木の更新状況等を視察

す。

6月2,日（火）バス旅行。アイダホ州立公園。Pend
Oreill湖付近のレクリエーション地域建設予定地を視

察。再びコーダレン営林署管内国有林の視察を行なう。

午後1時当市を出発。2時50分スポケース市（ワシント
ヘ

ン州）に到着。同迩白。

6月22日（水）午前8時40分スポケース空港発。9時′

52分ポー1,ランド着。同地滞在。夜日本木材商社の駐在

員の方煮の主催する歓迎夕食会に出席す。

6月25日（木）バスにて第六営林局管内のギフォド・

ピンショ国有林（ワシントン州）内視察。

6月24日（金）公式日程最終の日。ギフオド・ピンシ

ョ国有林の担当区事務所の隣接建物で行なわれた，立木

処分の公入札状況を見学す。午前10時より同地にあるイ

ンターナショナル・ペーパー・カンパニーの製機合板工

場を見学す。午後7時より解散パーテーを開く。

6月25日(土）正午，ボー1,ランドの空港で，ラ・フ

ェーヴアー，小山，関口氏と別る。12時55分ポートラン

ド発。2時25分カナダのバンクーヴァーに到着す。同地

泊。
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〔アメリカの林業技術〕

6月26日（日）午後1時バスにて木材積出しの埠頭そ

の他市内を見学。午後4時5分バンクーヴァーを発つ。

7時10分サンフランシスコ着。同地泊。

6月27日（月）午後5時50分サンフランシスコ発。7

時ラスヴェガス（ネヴァダ州）到満。同地泊。

6月28日（火）午前8時10分ラスヴェガス空港発,9

時グランドキャニオン空港蒲。これよりバスにてグラン

ドキヤニオン国立公園（アリゾナ州）を見学。6時5分

同地発，ラスヴェガス径由，8時29分ロスアンゼルス

着。同地泊。

6月29日（水）午前11時ロスアンゼルス空港発。帰国

桑の謡垂木)午後,幟羽鬮"に菱傭す。
アメリカ旅行日記より

5月21日附午後9時40分羽田空港を出発。同日午

前9時30分ホノルルへ瀞く°常夏の島ハワイは，なる程

すべてが夏の装いである。一年中花の絶える間がないと

いうことだが,町には塵一つない清潔さ,大きな塵かごが

いたる所に具えてあり，「キープホノルル・ク,リーン。

アンド．クリーン」の標語が鍔いてある。町の美観を損

うような古い建物は政府が取りこわしを命ずるという。

またこの地を観光地として発展させるため，かつてたく

さんのイタチを放し，一{'の爬虫類を絶滅させてし室っ

た･それで，今では一匹の灘蛇もいないという。なお，

立小便や紙くずを捨てることは厳しい御法度。蝿E法に

より最砥25ドルの罰金に処せられる。誠に徹底した観光

行政である。

5月26日暗ハンク（私どものテクニカルリーダー

の愛称）の案内で2日間アメリカ連邦山林局を訪ねて，

＝お役所の空気も次第にの象込んできた。参考になる点を

書きとめておく。

一，いうまでもないことだが，絶対時間を厳守する。午

前8時は集合時間ではなくて,作業開始の時間である。

二，責任体制が確立しており，与えられた時間内にでき

るだけ能率をあげて，多くの仕聯をするように努力す

る。形式的な挨拶は省略され，いきなりビジネスが始

まるのには時々面食った。

三，午前と午後に15分宛，定まった時間にしかお茶を飲

まない。そのお茶もダダではない。10セントを払って

のセルフ．サーヴィス。個室の住人はこの喫茶室に集

まった時，雑談を交わす。

四，アメリカの林務官の中で，いわゆる｢よろずや｣が少

ない。フォレスターの外に土木技師，機械技師，昆虫

学者，法律学者等と呼ばれる人左がいて，これらの人

人がうまくオルガナイズされているように思われた。

五，国防省につく淡務省の巨大なピル。その建物の中は

小さな個室に分けられ，ドアーには官職氏名を記した

札がつけられてある。時には秘襟か，助手がいっしょ

にいることもあるが，大抵は一人静かに誰にも邪魔を

されずに自分の与えられた仕事に取組んでいる。その

様子はちょうど日本の大学教授のようである。

5月30日晴海抜千mのシェナンドウ国立公園にて

すがすがしい朝を迎えた。いつも早起きのKさんの話で

ば，今朝5時頃20頭ほどの鹿の群が悠禽と歩いていたと

いう。まだ春が早いのか，カシワ，ナラ，カエデ，ブナ

の新芽が萠え出たばかり。見渡す限り広葉棚林におおわ

れた起伏の緩やかな山の景色は日本の東北地方に似て懐

しく思う。元来この地一帯は1800年代の開拓によって荒

廃した，アパラチア山系の一部を国土保全上国が買上げ

て国有地にしたもので，森林の大部分はまだ50～50年位

の二次林で，伐採も狩猟も一切禁じられている。風景の

美もさることながら，ここを訪れる市民の公衆道徳の水

準の高いことと，自然の動物植物を無益に傷つけない心

の美しさに感心した。

6月8日晴午後1時15分バスにて出発，ワーレン

営林署管内，アレゲニー国有林の林道を視察しながら大

分奥に入る。ブルージニイという地点に至る。ここに兵

舎のような建物があり，たくさんの若い青年が何か働い

ていた。これがジョプコウキャンプJobCorpsCamp

というもので，次のような説明を聞いた。

現代アメリカには十代の失業者が非常に多い。それは

いわゆる青少年の非行問題につながる社会的な重要問題

である。ジョブコウキャンプというのは，ジョンソン大

統領の政策の一つで，このような若年失業者を再教育し

て,社会の生産活動に役立ててやろうとするものである。

このキャンプに収容されるのは大体16歳から21歳までと

なっているが，大部分は教育の落伍者で，その原因は，

自らの知能の低さ，貧困および親の教育に対する無関心

だという。このキャンプへ入るのは決して強制的に収容

されるのではなくて飽くまでも希望入隊である。ただし

入隊した以上は最少限90日は留る必要があり，6カ月か

ら2カ年，平均9カ月でここを卒業するという。教育の

内容は,ABC,あるいは1プラス1から始まる全くの

再教育と，あとは，土木機械の運転,熔接,大工,塗装，

鈑金等の技術教育が行なわｵ1，る。そのために85～95名の

生徒のために所長以下30名の職員が配徹され，宿舎等も

近代設備の完備したものであった。ジョブコウキヤンプ

はここのほかに2カ所見学したが，いずれも国有林のり

■
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っぱな環境が教育の場として利用されていた。森林の多

目的利用はしばしば聞かされたが，これもその一つであ

ろう。

6月18日I暗コーダレン市にて午前8時30分出発。

営林署の苗畑を見学。苗畑には営林署長をはじめ営林鶚

の経営課長，苗畑主任等，それに新聞記者が出迎え，早

速サインの前で記念撮影。事務所の玄関を入るとすぐ樹

木の標本が飾ってある。その種類は，ホワイトパイン，

ウエスタンラーチ，エンゲルマンスブルース，ウエスタ

ンレッドシーダー，ポンテローザパイン，グランドファ

ー，ダグラスファーで当地方の有用針葉樹というのであ

ろう。この苗畑は1960年に古い小規模のものを拡張，殻

備改善をしたもので，現在では220エーカー（約88ha)

の面稜をもち，年間2,000万本の山行蔽木を生産する。

苗木の供給先は全部，モンタナ州，アイダホ州北部，ワ

シントン州東部の国有林である。苗畑作業についてスラ

イドによる説明の後，場内の諸設備を見学す。特に球果

を集めて種子を精選する大規模な装置や，合理的に設計

されている苗木の貯蔵庫が参考になった。春に掘り取ら

れた山行苗木は貯蔵庫の中に1°C位で，40～50日間位

おかれる。また苗畑に限らず，畑にはスプリンクラーを

設備するのが常識で,280フィート位の深さの井戸が三基

ある。12時20分，ホテルへ帰り午後は自由時間となる。

この町は多分避暑地であろう。人1ZI18,000,ホテルの窓

から眺める紺碧の湖水と岸に浮ぶ色とりどりのヨシ1､が

美しい。時を遊覧用の水上飛行機も飛び立つ。同室のK

氏と2人で湖岸のレストランでこの湖からとれる，ブル

ーバックスという美味の魚料理があることを発見した。

午後5時30分集合。ちょうど営林署職員の年に1度の

慰安パーテーがあるというので，私ども一行も加わるこ

とになった。本来ならばご婦人同伴でなければ参加する

資格はないのだが，私どもは特認の形。午稜7時夕刻の

湖上を遊覧船で約2時間。この間船の中にあるスタンド

バーは繁昌。9時頃対岸のレストランに到着す｡‘ここで

夕食とダンスパーテーが始まる。すでに皆アルコールも

適当にまわり，ご婦人方の巧みなホステス振りについ誘

われてふける夜を忘れて楽しく過ごした。午前零時過ぎ

湖岸の波止場へ戻る。遠く異郷の地で営林署員皆さんの

好意をうけ，心あたたまる。

6月24日曇のち晴いよいよ公式日程最終の日を迎

えた。朝7時20分集合，8時40分昨日訪問した担当区事

務所の隣にああ集会所(TimberTopClub入口にこう

書いてあった)に至鯖。国有林立木の入札の見学である。

参加者は女性も含む25名位,長たらしい挨拶もなく,鴬林

－

署員5名が計算機を傍において能率的に事務を進める。

正面の黒板には売払物件の樹種，材積，予定単価，総額

が発表されて，入札というよりは｢せり｣が行なわれる。

第1号ではダグラスファーに人気があり予定単価47．70

ドルのものが，92.00ドルまでせり上げられ，予定価格

456千ドルのものが805.9千ドルで落札した。この時の入

札用紙や契約書用紙を参考にもらって帰る。

午前10時から，すぐ．近くのインターナショナルペーパ

ー会社の製材合板エ場を見学した。この工場は，1960年

の後半に創業したというから設備はかなり新しいもので

ある。合板工場が主体で製材工場も併設してある。工場

主任のハンフリーさんの案内はまず，土場から始まって

剥皮，玉切り，丸太の仕訳け（ここでホワイトパイン，

ダグラスファーの良材は合板工程へ回される｡)，製材，

製品の仕訳け，乾燥設備，出荷の状況茨での製材工場の

方を終え，次に合板工場の方を案内してくれた。工場土

場には大型ログローダー1台と，中型が2台あり，平均

15分ごとに入るトラック輸送の丸太を処理している。一

日平均100～120台というから材積にして約14,000石位の

原木を消化している計算になる。その能率の高いこと，

労働生産性の高いことは驚くほかはない。多くの貴重な

パンフレットと，社有林で作ったという蜂蜜を1瓶宛お

土産にもらって，午後3時15分工場を辞した。4時30分

ホテルへ帰る。

午後7時，公式日程をつつがなく終了して，解散パー

テーを開くことになった。公園の一角にあるすばらしい

レストラン，その名はHillvillaRestaurant,特別上等

なビフテキを注文し，シャンペンを抜いた。まず団長の

感謝の意をこめた挨拶のあと，ラ･フヱーヴァーさんは，

「無事日程を終了して，本当に安心した。これから私も

家族の許に帰る楽しぷもあるが，皆さんとお別れするこ

とを思うと誠に辛い。しかしお互いにこの友情を忘れる

ことはできないであろう。この旅行は，私の一生のハイ

ライトでありました」と挨拶された。このレストランか

らの眺望もすばらしかった。遠く夕陽に映えるフッド山

（11,245フィート）アダムス山（12,326フィート）セン

1､ヘレン山（9,671フィート）の雪の頂と，人口37万の

ポートランド市の美しい夜景を心ゆくまで眺めた。いつ

の日か再びこの地を訪れることがあろうか？夜10時ホ

テルへ帰る。廷

《
］

世

ユ

へ

Q

屯
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森林土壌解説
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土壌断面のしらべかた

(1)

久保哲茂

〔林試・土壌調査部〕
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1．土壌断面とは

林道の切取面や植穴などですでに気付いていると思う

が，土壌の断面の様相はきわめて多様である。人によっ

て顔立が異なるのと同様に，土壌の顔立(断面形態)もま

た，黒いもの，褐色のもの，赤味の強いもの，石の混り

の多いものなど場所によっていろいろな特徴を具えてい

る。しかし複雑多様に見える多くの断面も，これを亜高

山帯のもの，火山灰地のもの，あるいは尾根筋のもの，

沢筋のものなどというように，場所別に整理して見直す

と，兄弟の顔立が似ているのと同様に類似した環境にあ

るものどうしの間にいくつかの共通した特徴があること

に気付くであろう。これはきわめて重要な現象である。

これに関しては「土壌生成」の章で詳説が予定されてい

るが，断面調査の意義を知ってもらうためその要点だけ

を述べておこう。すなわち，①環境のちがいによって断

面形態や性状の異なる土壌が生室れてくるということ，

そして②われわれは断面を観察し，その特徴を読象とる

ことによって土壌の生いたち（生成過程）や種類（土壌

型)，性質などを知ることができるということの2つで

ある。一方，林木の成長と関係の深い有効土層の深さと

か織造とか土のしまり具合なども断面を調べて初めて知

ることができる。

以上のように土壌の類別や良否の判定はまず断面調査

から始まるものであって，いわば断面は土壌の研究や調

査の出発点に相当している。

2しらべる準備（断面設定）

掘る場所断面を調べるにはまず穴（試坑）を掘為必

要がある。調べたい地点に着けば，地表の微起伏や植生

状態などを見回して，それらが正糀な状態を呈している

部分に数コの小穴をためし掘りする。集材作業や猪など

によって掻き荒らされている部分，道路ぎわ，炭窯，小

屋その他の幟造物跡，倒木のそばなどは掘る場所として

適当でない。次にそれらの小穴を見比べて，最も代表的

で正常なものを選び，そこに調査用の断面を作る。一つ

の山にどのような種類の土壌がどのように分布している

かを調べる場合（分布調査・境界調査）の試坑点の位置

については後の章で説明することにしよう。

試坑の大きさ幅，深さとも約1mの垂直な断面が斜

面の山側に現われるように掘る。もっとも深さ1m以内

に基岩が現われる場合には基岩層に達するまででよい。

寮た分布調査の際の小穴（簡易試坑）は土壌型を見分け

うる程度の大きさでよい。断面を作る側の地表面を鍬で

掻いたり踏んではならない。またその上に掘り取った土

を載せてはならない。

断面の調整目的の大きさの断面がほぼでき上がる

と，剪定鋏や包丁，移植ごてを使って観察しやすいよう

に表面を整える。落葉およびその腐ったものの堆溌した

層(輔層）は剪定鋏で切りそろえる。石礫は撮影や観察

の邪魔にならない限り断面に残しておく。あ童り平滑に

削り過ぎるとかえって特徴が薄れるので，なるべく自然

の割目に沿った地肌が現われるように仕上げる。

3．しらべかた

いよいよ断面調査にとりかかろう。ちょうど医者がま

ず患者の顔色や脈をみ，聴診，打診と診察を進めていく

のと同様に，断面調査でも調べる項目や順序はおのずと

決まっている。簡単な野外用測定器具もいろいろ考案さ

れてはいるが，調査の大部分は観察一一目で象，指で触

れ，鼻で喚ぐなど－によって行なわれる。この際，堅

いとか職かい，多いとか少ないというような性状の表現

が人によってまちまちであっては困る。それでこれらの
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＝



表1－&‘堆敬有機物層(Ao層）の層位区分判定結果に客観性をもたせるため，性状の程度判定や記

載に関する約束（区分基準）が設けられている。この埜

準は調査事業によって多少違っているが，幸い林野土壌

に関してば国有林でも民有林でも同じものが使用されて

いる。以下観察順序に従って各項目の解説に移るが，実

務家の便を考え,基準の要約を表として示すことにした。

習得するまではこれらの表を野帖の片隅にでも盤きこん

で絶えず練習していただきたい。

断面のスケッチと撮影観察，記戦はまず断面のスケ

ッチと撮影から始める。記録，伝達の手段として絵や写

真がきわめて有効であることは論をまたない。早い話が

千万の形容詞でもって美人を説明するより写真を1枚見

せる方が気がきいている。同様に断面の写生図や写真，

特にカラー写真は，言葉や数字だけでは具体的に表現で

きない微妙な特徴を第三者に実感として伝えることがで

きよう。

撮影に当っては断面左側に折尺を立て，カメラをなる

べく断面中央に相対するようにやや低目に据える。また

断面に光線ムラが認められる場合には半透明ピニールシ

ートで直射光線をさえぎるとよい。

次に断面上部にも折尺を置き，2本の尺を基準にして

方眼紙にスケッチする。まず大きい石礫，樹根など位置

や形状を比較的正確に描写しやすい顕著なものから識き

始め，次第に細かい部分の描写に移る。描写事項はAo

層の区分,各層の境，根，石礒機造，孔隙などであ

る。土壌によっては腐植や鉄の移動集積の状態，菌糸の

集まり，湧水部，湧水停止水面の位置などをスケッチす

る必要があろう。

層位の区分土壌は地表面から深部にかけて，色や堅

さなどの異なったいくつかの層が重なり合ってできてい

る。これは初めほぼ均質であったはずの岩石の風化物層

（母材料の層．C層）に，土壌生成作用一一動植物遺体

の分解，粘土や新しい無機化合物，有機化合物の生成，

それらの結合や移動集積など－が加わった結果，それ

ぞれ独自の特徴をもった層に分化したものである。した

がって外見的な各層のちがいは，層ごとの内面的な諸性

質一一物理的・化学的・コロイドなど－のちがいを意

味している。そして土壌によって層の重なり方（層序・

配列)，層の移り変わり方（推移状態・層界)，各層の厚

さ（層厚）および厨ごとの性状などがちがうのは，潔境

のちがいによって生成過程がちがったためである。

層の名称に関する規定は国や調査聯業によって多少ち

がうが，わが国の林野土壌調査では表1および図2に示

す約束を使用している。しかしすべての土壌がこれら各

層を常に完備しているという訳ではない。一般に適潤性

層位|略号｜内 容

ほとんど分解を受けていない落葉や落

枝がつゑ重なっている層。
落葉層IL

ある程度分解破砕を受けた落枝，落葉

からなる層。植物体の原形をまだ多少

とどめている。

腐葉届IF

植物体の原形をとどめないまでに破砕

分解されたものからなる層。わずかの

鉱質土粒を混ずるが大部分は有機物か

らなる。乾性土壌では黒褐色の細かい

鋸屑状を呈することが多い。

腐植虜IH

△
】＊この用濡は他の意味でも使用される。ここでば「いわゆる腐

植層」という意。
h

表1－b鉱質土層の層位区分
＆

|’

層 位 略号 内 容

鉱質土層の最表層に位置する。直接外

界の影響を強く受けて形成された。褐

色森林土では腐植によって黒褐色～暗
褐色を呈し，比較的膨戦である。ポド

ゾルでは鉄やアルミが溶けて流された

層（溶脱層）を指し，腐植に富む溶脱

層をA2層，腐植に乏しい灰白色の溶

脱層をA2層とする。土層中でおこる

諸作用が最も活発に行なわれ，根や微
生物の活動も一番盛んである。

表層IA

A層とC層の中間に位置し,A層より

も外界の影響の受けかたは弱い。一般
に腐植による汚染は少なく，褐色を呈

し,A層よりもしまっている。乾性の

土壌では特に汚染が少ないが，あまり

しまっていない。湿性の土壌ではしま

っているが，比較的暗色を呈する。ポ

ドゾルではA層から流されてきた鉄，

アルミ，腐植などのたまった層（集溌
屑）を指し；ふつう鉄鐇色を呈する。

~

下層IB

0

目

最下位にあって，岩石の風化物（無機

闘母材料)からなる層(母材屈)。生成

作用が及んでいないため，色，組織な
どに母材の性質が強く現われている。

堅くしまっている。もちろん枇造は形
成されていない。

基ノ図|C
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表1－c特殊条件下で形成された層位 誤ってはならない。なお，強度にポドゾル化を受けたも

のはA)層を欠き,A2層が鉱質土層の最上位にある場合

がある。上下両層の間にあって，両者の特徴を共有して

いるためどちらとも決めかねる層をはさむ場合には，中

間的な層(漸移層・移行層)として区分し，両者の記号を

連記して表わす。この場合どちらか一方の性質を強く感

じる時は,弱い方に括孤を付ける。（例F-H,H-(A),

A-B,(A)-B,B-(C)など）童たグライ化と同

時に,A層とB層の分化の認められる場合に臆，地下水

および地表からの両方の影響によってできた層としてA

-G,B-Gなどと表わす。

図ろに示すような層の組象合わせを見ることがある。

下層に見られる暗色の層はかつてのA層である。上半部

は崩積などにより古い土層をカバーした新しい母材料の

層に再び層位の分化が生じたものである。この場合生成

年代の古い下部の各層位にダッシュを付けて区別する。

また火山拠出物や氾濫堆積物が図4のように数層に重

なりあっていることがある。この場合は材料の堆積順序

層位|略号｜’'， 容

地下水の影響によって灰青色～暗緑色

を呈する層。湿田の下層でよく見られ

るいわゆる「あおれんど」の層がよい

例。ふつう樋色の斑点（鉄）を伴って
いる。

グライ層 G

|麓:塗耀鱗蕊墜蛮，菌糸網層 M

過湿寒冷のため，分解の進吉ない植物

遺体が堆稜してできた層。黒褐色～灰
褐色。

泥炭層

造

泥炭よりも分解が進‘攻，植物組識が肉

眼でばほとんど認められない程度以上

に変質した有機物の層。黒色。鉱擬土

粒を多少含んでいろ。

0

黒泥層

P

に基づいて表層からI,n,m･･…・

と層を区別する。またその中で層位

の分化の認められる場合にはIA,

IBなどとして層位の区分をする。

このように層には前述の土壌生成結

果の層（層位。生因的層位）と，母

材料の堆溌時代のちがいによってで

きた屑（層理）とがある。

各層の推移状態層位の移り変わ

りかたは生因的だけでなく林業的に

も大切である。層界が明瞭なこと

は，土壌内で行なわれた諸過程がそ

の線を境に極端にちがったためであ

り，上下両層の諸性質の極端なちが

いを示している。そしてその線を境

…

露
園
２
１
拶
朕
ド
ゾ
ル
リ
秘
日
位
区
〃

ム
戸
〃
心
４
鼻
必

圃
忽
理
乗
多
騒
育
の
晶
刊
観
・
層
似
匡
令
（
火
山
虎
土
畿
鋤
例
〉

ム
“
順
Ⅱ
皿
哩
腿
胴
”

１

ム図
〆ルョ

図
２
と
一
織
鯨
尋
也
区
〃

Ｌ
戸
″
４
鋤
４

理
覗
峯
卿
；
層
位
低
令
（
附
粛
エ
リ
側
）

針
典
《
イ

⑦
一
刻

鋺

脚M燃釧

尻

同
。
○
ゞ
申
の

》
．
．
。
・
・
ぬ●

●

②

申

ｐ
。

．
。

P

C，

'鯛鯛
‘瀞職

丘． C

津
＆

．・・・々－
●旬

●.・・趣

β〃

Vβ

の土壌ではF層やH層を欠くことが多い。また表層侵食

のた塗A層，極端な場合にはB層の1部までも欠除した

もの(受食土)がある。比較的新しく堆祇した土層では，

生成作用が十分加わっていないためAE,B層の発達不

十分なもの（未熟土）もある。

A,B,Cとろ区分されたそれぞれの層において，土

色や構造，堅さなどのちがいによってさらに2つ以上の

層に区別できる時は,A1,A2,B,,B2,C,,Cgとい

うように区分する“層区分)。またAo層においても，

その分解程度などのちがいによりF1,F2,H,,H2な

どと区分できることがある。ただしポドゾルでは茨1に

示したようにA,,A雪に厳密な意味をもたせてあるから

に根の発達が急激に悪くなっていることをしばしば認め

る。層理の境はほとんど常に明瞭であって，正常な水の

動きや根の発達を妨げていることが多い。

堆移状態は，層界ごとにその明瞭さの程度と形状につ

いて調べる。程度は推移帯の幅の広狭によって表2に示

すようにろ階級に区分する。形状ば直線状，波状，舌

状，不斉などと表現する。一般に乾性土壌や黒色土壌の

A層とB層の境は明瞭である。また組成の単純な草地で

発達した土壌のA層とB層の境は，森林下のそれより明

瞭で直線状を呈する。埴質で綴密な土壌は水の動きが不

均一になりやすいため舌状や不斉になることが多い。

土層の厚さ層位の厚い薄いばやはり生因の反影であ

？

ヨ
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る。薄いということは物質の移動集積などの諸作用がな

んらかの原因で深く叢で及ばなかったことを物語ってい

る。一般に乾性土壌ではA層が薄い。また受食や未熟の

ため薄いものもある。

表2層の推移状態の区分基準

日本色彩社）

土色を調べるには，まず，土塊を割って新しい面を作

る。崩れやすい土粒の場合は，軽く握って平滑な面を作

る。それらを土色帖の色片と比較して最も近い色片を選

び，その和名と番号（色相・明度・彩度）を層ごとに記

載する。乾いている時は，湿らせた色も調べ蛎己してお

く。なおチョコレート色，クロトピ色，鉄誘色など経験

的名称を付記しておくと印象に残りやすい。胡麻塩のよ

うに2つ以上の異なった色からなる場合（雑色）は，な

るべく区別して記載する。直射光線下では正確に比較で

きないばかりでなく色片を変色させるおそれがある。吉

た夕方も正しい色を示さない。その他の細かい注意は土

色帖に添付された使用説明書を参照されたい。

腐植これは既講のように土壌に特有の複雑な有機化

合物であり，土壌の生成過程や性質，生産力などを知る

上で重要である。しかしその本質ほまだ完全に解明され

ていない。ふつう有機炭素量として腐植以外の有機物も

含めた総量の定量，および各種溶媒に対する行動の特性

を利用した分別定量が主な研究手段である。しかし断面

調査では，腐植の集積の現われである土色の暗さの程度

によってその概量を判定するほかに手段はない。概量で

あっても，どの層，どの深さにどれぐらい集積している

かという特徴の把握に大きい意義がある。一般に腐植の

浸透の浅いものは乾性土壌であり，受食土や未熟土では

浅いか，または少ない。

方法瀞には，各層の腐植含量を土色や手触りによって

表3に示した;4階級に区分するよう規定しているが，そ

の判定基準については特に指示していない。それでほぼ

該当する土色を付記しておくが，あくまで野ﾀ畔ﾘ定のた

めの目安であって，分析結果があればそれによって補正

する。

乾いている場合は明度が大きくなり，過少に判定しが

ちなので湿らせて見る。また埴質な土壌は表面積が大き

いため，同じ腐植含量の砂質な土壌よりもやや淡色に見

えることがある。風化の進まないスコリアのような黒色

砂粒によって黒く見えることがあるが，この場合は土塊

を指先で擦りつぶしたり，焼くことによって容易に判断

表5腐植含量の野外判定基準

|写生図図式区分区分基準（推移帯のI胴）

(実線)－

(鎖線)一一一

(破線)頁一一・

林業的に嫁，層ごとに求めた質的特徴を通的なものに

換算し，土層全体としての条件（いわゆる土壌条件）の

良否を判断するために大切である。林木にとっては良い

性質をもった層が厚いほどよい。特に根の縦も活動する

A層の厚さは重要である。

厚さは層ごとに平均値，最小値，最大値を求め，たと

えば24cm(20～28cm)というように記戦する。なお厚

さとは別に各層の位置する深さを,A層表面を基点に測

定し記載する。この場合Ao層はA屑表面から逆に上に

向かって測定する。また断面全体の根の生活圏の大小を

表わすため,A層の厚さ,A"+B層の厚さ，雛岩また

は固結層までの深さを次のように表現する。

A層の厚さ

例“諾0)"…Ajg+B層(溌誌鯉績）の厚さ

土色土色は断面の特徴のうち最も印象に残るもので

ある。褐色森林土，チョルナジョーム（暗い土の意)，

黒ポクなどというように，多くの土壌の名前に色名を冠

していることからもうなずけよう。これは土色が生因の

反影であって，土壌物質の質や量の概要を示しているこ

とから理にかなった習|賀といえる。土色が多様なのは，

土壌中にいろいろな色を呈する秘2『の物質があるという

ことであり，またそれらがいろいろな割合で存在してい

るということである。まず鉄は酸化還元状態や結晶化の

程度により赤，種，黄，褐，青，緑と幅広い色を土壌に

与える。腐植物質は黒色～暗色に断面をよごす。マンガ

ンは黒色～褐色を呈するが，かなり集溌しない限りこれ

が土色を支配することはない。アルミ，珪酸，石灰，苦

土などは白色であるため，ふつう他の物質の色にかくれ

てしまっている。

言葉で色を正確に表現することは，きわめてむずかし

い。それで客観的な表現をするための韮準として，多数

の色を系統的に配列した色名帖が工夫されている。現在

では最も合理的なマンセル氏の表示法が国際的に使用さ

れている。（股林水産技術会議事務局監修樮準土色帖

二

な

ユ

~

己

■
で

2

区分判定基準(ほぼ該当する土色とその明度)＊

頗る富む

富む

含む

乏し

黒色～黒褐色

黒褐色～暗褐色

やや濁っている。

濁りが少なく鮮やか。

'/～2／

2/～3／

3/～坐/

‘/以上

＊方誇では規定していない。零者の試案

－22－



できる。

石礫これは径QmIn以上の岩石のかけらであって，

岩体の物理的風化や火山拠出などによってもたらされた

ものである。耕地ではこの犬きさや量が問題になるが，

林地では礫ばかりのような沢筋にもりっぱなスギ林を見

ることができる。多くの調査結果によると，介在礫層の

ような特殊な場合を除き，一般に石礫と造林木の成長と

の間には深い関係が認められない。また，母材料の1つ

の姿であって，生成作用の所産ではないため土壌型とも

関係がない。

しかし，礫の岩種を調べることによって，その土壌が

どのような岩石から生童れてきたかを知ることができ

る。もっとも断面で認められた礫と異種の岩石に由来す

る土壌粒子が運ばれてきて混入していたり，火山灰でカ

バーされていたりするので，速断は危険である。また形

状や分布配列状態から堆積様式を知ることもできる。基

岩の種類によっても違うが，残積土では一般に礫は浅い

部分で小さく少なく,深くなるにつれて大きく多くなり，

ついに基岩に達する。崩積土では全層に不規則に混在し

ており，比較的新鮮な角礫であることが多い。歩行堆積

した礫は斜面傾斜にぼぼ平行に配列している。円礫の存

在ば，それを含む層が水によって運ばれてきたものであ

ることを示している(水積土)。そして粒径のそろった円

礫の水平層理を含むことが多い。ただし礫岩の中の円礫

は岩体の風化が進んでもおそくまで残っているので見誤

ってはならない。また浮石，スコリアなどの存在や成層

状態から火山活動の過程を知り，藍たそれを鍵としてそ

の付近の母材料の異同を調べることができる。

礫は，層ごとに岩種，形状，大きさ，風化程度，含

量，分布配列状態について調べる。形状は表4に示すよ

うにろ区分する。大きさは寸法(cm),含麓は断面で占

める面積割合（％）で表わす。

ほとんど礫ばかりからなる明瞭に独立した層（礫層）

が介在している場合は，土層中の水の正常な動きや根の

正常な発育を妨げていることが多い。それに接する部分

にはしばしばグライ斑や鉄鐇色の沈澱物があって，水の

動きの異常さを示していることがある。

穴掘機の導入によって林地でも礫が問題にされる時代

になるかもしれない。あまり礫質な場合は，活清をよく

表4石礫の形状の区分基準

するため苗木の根を包む程度の審土がのぞましい。

土性土性についてはすでに「物理|生」の章において

一通り説明があった。土性，特に粘土の澱は，吸蒲や凝

集，堀基臘換など土壌の重要な理化学性を大きく支配し

ている。それにもかかわらず，既誰のように柵造の役割

があまりにも大きいため，土性自体は林木の成長と深い

関係にないようである。また土壌型とも無関係である。

なぜなら粒径組成は礫と同様に母材がもともともってい

た性質の現われであって，ほとんど生成過程に支配され

ていないからである。すなわち，土性はもとの岩石の性

質（特に組織)，風化過程，封職時の条件などによって

強く性絡づけられたものである。

といって重要でないという訳ではない。たとえば，砂

質な土壌では明瞭な雛造が形成されにくいように，土性

が諸過程の反影を弱めたり，逆に強調したりする役割を

果たしていることがある。また母材の異同を野外で判定

する時，土性が母材と関係深いがゆえに土性を判断の1

つの材料として使っている。櫛造の発達していない下層

土や未熟土では,土性がその孔隙状態を支配しているし，

深い風化土層全体について内部排水や地下水上昇など水

文学的な面を考える場合にも土性は無視できない。

断面調査における土性（野外土性）の判定は，層ごと

に小土塊を指の間ですりつぶし，触感や肉眼観察によっ

て推定した砂および粘土の概壁に基づいて表5のように

7区分する。粒径組成のわかっている湿らせた土壌試料

表5野外土性の判定基準

雲
窪

3

ユ

区 分 野外判定韮準略号

大部分が粘土からなるため，粘りが強
く，なめらか。

粘りはあるが，砂をわずか感じる。

微砂に富むため，なめらかではあるが
粘りが少ない。こしあんの感じ。火山
灰土壌に多い。

肉眼および触感で認められる砂を，ほ
ぼ猫以下含む。

同様の砂を粥～誌含む。

ほとんど砂ばかりからなる感じ。

石礫の間隙を細土が充している感じ。

埴土

埴質壌土 “

Ｃ
ａ

F貧

微砂質
壌土

SiL

壌土 L

｡『

鉦
Ｓ
Ｇ

砂倒壊土

砂土

石礫土廿

を使って指先の訓練をしておくことは有効である。腐植

含鐡が多いと粘りが減る。また乾いていたり著しく濡れ

ている場合も粘りを弱く感じる。乾いている場合は湿ら

せ，また著しく濡れている場合には預紙か布にはさんで

水分を減らせてから調べる。なお，粘土自体が移動集祇

し,ああ層位の土性を特徴づけていることがある｡(統く）

一

区分 区 分基準

角礫鋭い稜角を有する。

礫稜角を有するが，鋭くない｡(亜角礫・半角礫）

円礫全体に丸味を帯び，稜角を有しない。

タ
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キジをヤマドリ

キジとヤマドリ，どちらも私たち林業関係者にとって

ば，なじゑの深い鳥である。もっとも，北海道には両者

ともいないから，この方面の人たちには，話にきくだけ

の鳥であるかも知れない。しかし，日高地方には移殖し

たコウライキジがふえて，近く猟鳥になろうとしている

し，深い針葉樹の林には，エゾヤマドリという名の鳥も

いるから，この話にも興味をもっていただけることと思

う。

この両種類が，本州の最北端である下北半島まで分布

していて，北海道にいないのは，津軽海峡が動物分布の

鏡界線として知られているプラキストン線の有力な柱に

なっている。これとともに，エゾヤマドリが北海道にい

て，本州にいないことも重要なささえになっている。と

にかく，津軽海峡の成立は，いまから約1万年まえとさ

れているから，地球の歴史から象れぱ，そう古いことで

はない。そのころ，キジとヤマドリは本州を北上し，エ

ゾヤマドリは大陸から北海道へ南下してきたのである。

いらい今日まで，それぞれの地域にすぷつき，キジとヤ

マドリはいちじるしい進化の道をたどって，世界にもま

れな，日本列島の固有種に成長したのである。したがっ

て，日本民族とは深いつながりをもっている。

キジのはなし

キジは古く「木左須」とよんだ。万葉時代のことであ

る。その声によるものらしい。それがいつの間にかキジ

になってしまったのである。

さて，キジのふるさとは，アジア大陸である。飛ぶこ

とのあまり上手でないこの鳥は，いまの東支識毎を飛び

越えてきたわけではないから，ここが陸地であったころ

に,北上してきたことは間違いない。古生物学によると，

ニッポンザルなども，キジとともに北上してきたなかま

ツ

キジ

なのである。

そのころのキジは，いまのような深緑色をした鳥では

なくて，おそらくいまのコウライキジに近いもので，く

びにば白い輪もあったろう，というのが学界の定説であ

る。それが日本列島の成立とともに，この小さい狭い地

域にとざされてしまい，わずかな突然変異も，たちまち

その種族の特徴になって行く過程をへて，今日のニッポ

ンキジの独特な形態になったのである。島に生活するも

のは，体形の小さくなるのが通例である。キジの場合も

コウライキジにくらべると，いちじるしく小さいし，体

格もよくない。明らかに島育ちの形態を示している。

ニッポンキジとコウライキジが，ごく近い関係にある

ことは，この両者のあいだに容易に雑種のうまれること

でもわかる。それも，飼育下という特殊な条件下でなく

て,野生のもの同志でもできるのである。そのよい例は，

下北半島である。ここのキジ，正確によべばキタキジと

いう種類なのであるが，大正10年ごろ，この地方にコウ

ライキジを放した。当然の結果として，雑種を生じるこ

とになる。その雑種は遺伝の法則にしたがって，優性で

あるコウライキジの形質が強くあらわれて，くびに白輪

のあるものとなる。しかもこの形質は強く趨云して，い

までは下北半島はおろか，野辺地あたりでも，この白輪

のあるキジがあらわれて，純粋のキタキジは姿を消して

しまった。わずかここ50年たらずのできごとであるか

ら，優性因子の分布する速さというものには驚くほかは

ない。

ニッポンキジの純血を護るためには，コウライキジと

は別の地域，それも海で隔絶させることが必要である。

このため当局の方針として，コウライキジは北海道，も

しくはニッポンキジのいない離島に放すことになってい

る。対島には，ふるくからコウライキジが野生してい

る。これは豊臣秀吉のころに，朝鮮半島から輸入して放

鳥したものであることが記録に残っている。

ニッポンキジは，いま4種願にわけられている。研究

者がウの目，タカノ目で細かい部分を調べてのことで，

－．24－．－－‐
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見たところでは，くつに大きなちがいはない。すなわち

東北地方にいるものがキタキジ,それ以南の本州と四国

にいるものがキジ，九州のものがキュウシュウキジ，そ

して伊豆諸島や種子島にいるものがシマキジである。こ

の区別も，近ごろの増殖放鳥計画が進むと，その特徴を

失ってくるようだ。

キジは1年間に約50万羽が狩猟の対象になっている。

このためいちじるしく少なくなりつつある。そのうえ’

ハンターは増加の一途であるから，よほど墹堂して放鳥

しないかぎり，根絶してしまうことは必垂である。しか

し，いかに多く放鳥しても，環境は反対の方向に動いて

いるから,こちらの希望すあようには増殖しないだろう。

せっかちなハンターのなかにば，つり掘式の猟区を考え

て実施しているところもある。そのやり方は，猟の前日

あたりに，キジを放して論いて射つのである。これなら

放したキジのほとんどが猟の対象になるから’放鳥の効

率がいいわけである。キジは,猟鳥の王座を占めている

から，多くのハンターにねらわれているので，当局もメ

スの捕渡を全面的に禁止したり'放鳥したりしているが，

やはり焼石に水のようなことになっているようだ。

がないのである。それからぷると，キジとコウライキジ

の場合とはちがって，やや分化してし室っていることが

わかる。

この近遠関係からして，キジとヤマドリは，キジ科の

キジ属と，ヤマドリ属に分類されるにいたっている。

ヤマドリは日本列島の固有な烏で，これに近縁なもの

は，台湾の高地にいるミカドキジである。おそらく，ヤ

マドリもキジと同じように，せ室い小さい本州・四国・

九州に閉じこめられ，いくどとなく突然変異をくり返え

して，今日の優美な姿になったのであろう。1万年か，

それ以前のヤマドリの祖先は，いまとは似つかないもの

であったにちがいない。

ヤマドリの特徴の一つは，鴫かないことである。それ

でも発情期には，低い声で「コゥ，コゥ」と呼ぶように

鳴きはするが，キジのように，ケン・ケンと遠くまでき

こえるほど鮮かなものではない。その代わりとして，オ

スは翼を強く動かして羽音をたてて,メスに合図を送る。

これを古くから，ほる打つとよんでいる。ふるく行基の

よんだ，「山鳥のほろぼろと鳴く声きけば父かとぞ思ふ

母かとぞ思ふ」はあまりにも有名である。ただ，羽音を

鳴き声とまちがえたのは，科学的には誤りなわけで残念

なことである。

ヤマドリのメスも，キジのメスとともに，母性愛の権

化のようなものである。むかしから，「蝿野のきぎす,夜

のツル」といって，キジは野火で自分のからだが焼けて

も，卵を火から護るといわれているが，ヤマドリの場合

もこれに劣らない。卵を抱いているメスに近ずいても，

なかなか飛びたとうとしない。なかには，からだに触れ

ても逃げないのがいる。このような場合は，もうヒナの

生まれるのが近いからである。林野巡視のおりなど，道

ばたに汚白色の破れた卵殻のおちていることがある。め

でたくヒナが生まれた証拠である。親鳥がヒナのでた卯

殻をくわえてきて，ここに棄てたのである。

ヤマドリも4租瀕にわけられる。すなわち，東北地方

にヤマドリ，本州の太平洋岸から四国にかけてがウスア

カヤマドリ，九州北部にアカヤマドリ，そして南部の蝋

崎。鹿児島県下にコシジロヤマドリがすんでい為。この

うち．シジロヤマドリは，その名のとおり腰が純白で美

しく，宮崎県の「県烏」になっていて，外国でも欲しが

っている鳥である。先年，ハワイに移殖するため，係官

が来日したほどである。

キジもヤマドリも，日本独特な烏なのであるから，も

っともっと大切にしてやりたいものである。

に堅
声
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ヤ マドリのはなし

キジにつぐ猟鳥であるが，ハンターによっては，キジ

猟よりかこの鳥の猟を好む。それは，沢すじを一気にお

りてくるところを射ったのしふがあるからである。

ヤマドリは，もちろん山鳥であるが，じつにこの鳥の

名ほど，ぴったりとしたものはない。ヤマは，すなわち

林であるから，林のあるところが生息地なのである。こ

零

？

ヤマドリ
、

れに対して，キジは草原の鳥であるから，両者の分布は

明らかに生態圏がちがうのである。しかし，ときおり両

者の雑種が生じるのは，どちらかが越境して目的を達す

るからなのであろう。

自然界で雑種が生じることから考えても，この両種は

外見がちがっているが，かなり近い関係にあることがわ

かる。これを細胞学的に調べて鍬ると，雑種は生殖能力 ○○○
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始皇帝が東方に不老不死の薬を求めるため徐福を派遣し

たという話がある。真実かどうかわからぬが新宮には徐

福の蕊というのがあって年代を物語っている。
ワツ

十八史略には徐福ではなくて徐帝となっているが，彼

は射手や童男童女を連れて，蓮莱島へ船出したが，途中

で嵐にあって新宮付近に漂着した。そして再び帰郷がで

きないまま新宮付近に住承ついてしまったとのことであ

る。その時連れて来た童男童女の子孫がこの地方に多い

ともいわれている。そんな話を聞いていたせいか，この

地方の人の中には額が広く，後頭部が直立型の漢民族に

似た人が多い。

筏作業場の作業員もこういう型の人が多数いたので，

気をつけて見ていると仕事の呑込が早くてナカナカ要領

が良く，比較的無口で勤勉型だといえる。そして締り屋

でもあるようだ。また徐福が仙人から聞いたといって始

皇帝をして唾誕せしめた不老不死の薬草というのは新宮

付近で栽培もし，野生にもある天台烏薬のことだそう

だ。薬学博士木村，木島氏共著の薬用植物学には中国，

本邦暖地に自生，栽培する小喬木，根を天台烏薬と称

し，締油を含承，漢方で芳香健胃薬とする，とあって格

別な回春剤でもなさそうだ。

今は昔
「海洋筏の話」

小林猛臣
〔日本パルプKX,頴瑚

…鎚毛壬砂……品奄奄……

1新宮における海軍用海洋筏の編筏

昭和18年7月，新宮一名古屋間筏輸送の命をうけ，直

ちに現地に赴いた。涼しい樺太から東京に一泊しただけ

で熊野へ行ったんだから，馴れない暑さには全く閉口し

てしまった。

官謬f灘のギラギラ輝く海面を見ていると，海風室で熱

風のように感ぜられ，目も陣む思いだった。

輪送する木材は熊野川を距てた，三重県鵜殿の海軍集

積場の材で，これを新宮西方の漁港三輪崎へ小筏でもっ

て来て，結束筏に造るわけである。戦後は漁港でそんな

作業をやろうものなら大変な騒ぎになって，反対の赤旗

が林立するところなんだが，当時は漁民も召集されてい

て少数しかいなかったし，とにかく作業場所を提供され

ただけで設備は何一つなく，すべて人力でやれというこ

とだ。人の方はというとこれはまた海に馴れた者は一人

もおらず，新宮駅で貨物を扱っている日通の労務譜で，

しかも前年迄は菓子屋だったり，呉服屋だった人が動員

命令で狩り出されたのだから，水上の労働力は問題にな

らない。これでは私一人が張り切って見たって指導も何

もできるものではない。急拠大阪海軍運輸部の了解を

得，王子本社に頼んで樺太から助手を呼ぶことにした。

幸いに人選の結果永年私と筏の研究やら助手をやってく

れた連中が5人来ることになったが，この人達の新宮着

は早くても10月中旬になるから，本格的に編筏を始める

のは10月下旬に入ってしまう見当だ。この間に日通では

廃船になった艀に櫓をとりつけ，手捲ウインチを利用す

る捲上機を作ってくれることになった。

私はこの暇の間に新宮地方の人情，風俗，作業関連事

項について調査をして歩いた，このことはその後の作業

の上に随分と役に立った。しかしこの間馴れない暑さと

食料不足には苦しい思いをしたものである。新宮に楽の

＝

ザ

屯
一

2．第1号筏の編筏

助手の諸君と費材は予定通り10月中旬に到着したので

早速編筏場の段取とすることになり，日通の作業員30名

が新宮からやって来た。作業員達に図面を示し，筏の作

り方を説明して，さて作業にとりかかって見て驚いた。

この日は多少風があり澗の中も少しは波があったが，海

上に出たことのないこの人達には大時化に感ぜられたの

だろう。防波堤から船に乗った途端青ざめて吐く人が出

て来た。これではどうにもならぬので準備作業は一切5

人の助手がやり，準伽完了まで3日間程は毎日この人達

に防波堤の上で波に呑まれない自強心を養なって賛うこ

とにした。しかし流石に資任と郷土の誇りを感じたと見

えて，2日目あたりから自発的に作業に加わる人が出て

来て，3日目には，全員が海上に出られるようになっ

た。準伽作業はほとんど船に乗って土駄（筏の周囲に浮

べる作業用足場で太丸太3本を合わせ上に板を張って長

さ100mにワイヤーロープで繋いだもの)2本を作るだけ

だから50人ならば1日でできる仕事だけれども，5人で

やるのでは3日もかかって了ったが，作業員達が海に馴

れてくれたのは何よりありがたがった。そこで4日目か

ら床筏作業を開始した。今腫は土駄の上で側材，中心材

を作る作業，丸太に乗って床枠の中へ丸太を流し込む作

業，列んだ丸太の上でこれをワイヤロープで編む作業で

{▲
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ある。丸太の上へ乗る仕事はまだ土地の連中では無理だ

から，これは一切助手がやり，土地の連中は組を分けて

土駄の上での仕事をやらした。しかし作業の順序に馴れ

ないので土駄の上で互いにぶつかり合って海に落ちるも

の，丸太に打込んだ鳶に引張られて飛び込んで了う者，

土駄の上で嘔吐する者，鳶を丸太にとられて了ったり，

鳶棹を折って了ったりで，2日もあれば十分にできるは

ずの床筏溌5日もかかる仕末。でき上がった床筏は大き

な飴のようなものだから，その上での仕事は素人でも大

丈夫だろうと思っていたが，これは私の考え違いで，小

舟に馴れた漁夫が大船に乗ると酔う奴だ。床筏の揺れは

土駄と違って大きく，ゆったり来るので，これに作業員

を馴らすまでが大変だ。海軍からは第1号筏の出港予定

日を知らせろといって来るが，こんな調子では完成日の

予定が立たない。王子本社からは会社の箱帯にかけても

絶対に失敗は許されない，したがって第1号は千石程度

の頑丈にしてかつ安全な筏を作れ，といって来るがそん

な小さなものでは意味がない，私は3千石ときめていた

ので床も8百石程になったのと，ほとんど大半の仕事を

助手の5人でやったようなものだから日数もかかったわ

けである。こんなことで第1号（5,300石）を造り上げ

るのに，床にかかってから25日を要した。日数は予想外

にかかったけれども作業員達が馴れて来て，自信ができ

て来たから第2号からは早くできるだろうと海軍に報告

しておいた。

11月24日出港と決まったが，20日頃台風という程でも

ないが大嵐があった。渦の中の筏にも防波堤を越えた波

がかぶさってきて，筏の動揺も激しかった力;，出港日が

決まったので作業員達も筏の上でよろめきながら作業を

続けて呉れたのには涙が出が出る程うれしかった。この

日の夕方，波もおさまり外海も静かになった頃，私は笹

舟を作り外海に流し，余波にぼん弄される笹舟が私の視

界から消え去るまでの間に破壊されることがなければ，

第1号は安全である，と妙な占いをやって見たところ，

笹舟は薄I職い海上を次第に沖へ遠ざかって見えなくなっ

てしまった。

出港前日の昼頃大鵬犀箪運輸部の赫旋によって日通が

運送契約をした曳船が来た。150馬力と80馬力の漁船2

隻である。

24日は夜明けから秋空らしくスッキリI勝れて今朝の船

出を祝福するかのようだった。8時の出港を前に私達全

員ば5時から筏の細部を調べ，緩象加減の上締索の締め

直しを行なっていると，今日の出港をきき知った新宮市

長，警察署長，熊野工場長を始め市民が大勢防波堤に集

まって来て祝福の言葉を述べてくれた。7時過ぎに準備

完了。

8時，私の出港の合図で繋留索が解かれ，小型曳船が

先頭，次を大型"20m後を筏が徐々 に動き出した。防

波堤から一斉に万才の声がわき上がり，曳船に上乗した

私と助手二人が帽子を振ってこれに答える頃，上空に爆
音が識き海軍機2機が低空に下がって来て出港を見届け

てくれた。狭い澗口を出ると小型船は大型船との距離を

100mに，大型龍と筏とは200mに曳綱を延ばしてフル運

転になる。筏の先端は静かな水面から次第に波を分けな

がら速度を上げる。防波堤の上の人達はいつまでも手を

振って見送ってくれ，双眼鏡でそれとわかる一カ所に坐

り込んだ作業員達が静かに見守っている姿に，私は思わ

ず目頭が熱くなった。

この日は処女曳航だから大事をとって陸岸から2哩位

の沖を海岸線に沿って進んだので時間もかかったが，そ

れでも予定より早く午後3時には尾繍湾の入口桃顔島を

かわして，今夜の仮泊地尾鷲港に直進，またもや海軍機

のお見舞を受けた。防波堤の入口で筏はスローで進む曳

船を追い越して防波堤の先端に突き当って了った。私は

急いで筏に乗り移り，調べて見たが，幸いに筏には何の

故障もなかったけれど防波堤を若干傷つけて了った。見

ていたのか駆潜艇基地から将校の乗った発動艇が出て来

て改めて港内の浮標に導いてくれた。

この筏は次の日も妊天に恵まれ，所定の日に名古屋に

到着した。筏の姿も全然変化せず，1本の流失材もなか

ったこと，航海平均時速が5，2節という成談だった。

－
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3．作業慰問隊のこと

三輪崎漁港で筏作業をやっていることは噂にきいてい

ても実際を見た人は警察の人だとか熊野工場の有志，日

通支店の幹部だけであった。当時の軍関係の仕事場は無

用の者の立入禁止が常識になっていたから，筏作業場の

ように公開されている所でもほとんど見物にくる人はい

なかった。それが第1号の出港以来俄然人気がでてきた

らしく，三輪崎で作業を行なった第4号までは1日おき

に新宮から慰問団が訪れてくれた。

この頃睦食料不足も相当深刻になってきて，作業員達
の昼食も少量で長時間の労働には耐え得ない実備であっ

た。

作業員の労働時間は新宮発7時40分の汽車でくるから

現場着8時，直ちに作業開始，12時から13時まで昼食休

憩，16時作業終了16時15分三輪崎発の汽車で帰宅という

ことになっていたから正味労働時間は6時間半（午前，

午後に適宜15分の少憩があった）である。馴れない人達

がこんな短時間より働かないのだから作業進捗度も鈍い

二

Ｆ
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わけで，戦時中なんだからせめて8時間は働いてもらい

たいと考えたけれど，汽車の便，食料不足を考えると無

理もできなかった。この実備を知った市当局と警察署

長，熊野工場長が日通支店長と協談の結果，前記慰問団

を派遣してくれることになったものである。

慰問団は家庭婦人を主体とする愛国姉人会，料飲店の

女性を主とする国防婦人会が交互に15人ずつの組でやっ

てきて，ご持参の芋を筏の上か岸壁（筏に上積材が2段

以上になっていない時）で焚いて作業員にサービスをし

てくれるのだが，ご持参の芋も配給だから自家用を作っ

ている人は何とかできても，畑のない婦人達は配給のも

のを持ってきてくれるのだから何とも恐縮に耐えない次

第で，それを承知でいただく作業員達は毎回感激しなが

らご馳走になっていた。現金なもので慰問団のくる日の

作業は意外に捗ったし，婦人連の見ている間の敏捷なこ

と別人の感があってこんな時には海へ落ちる者は皆無で

ある。

婦人達の顔振れは毎回代わるのが普通で，モンペ姿に

運動靴といった軽装だったから，筏の上を珍しそうに歩

き回り，作業員から露竿を借りて軽々と丸太を海から引

上げるのもいた。手つきが器用だから聞いて承ると，新

宮駅で丸太積込をやる労務員だという。この婦人達は平

常鳶は持たないが頭の上に丸太を乗せて貨車菰をやって

いるのだから，丸太の扱いも馴れているし，腰もきまっ

ていて，男勝りの人達である。日通へ頼んで2，5人回

してもらおうかと冗談をいったら，当方の連中は一斉に

桑原を唱えた。理由は読者の推量に委せる。

4．潮の岬の検潮の思い出

黒潮は土佐沖から潮ノ岬に直進し，ここから八丈島方

向へ変流する非常に強大な海流である。岬から5哩の沖

合は流れも緩かになるが1哩以内の潮騒の中では機帆船

などの通過朧困難で，まして筏を曳航することは5哩以

上の沖でも至難だと思う。

かねて海軍運1愉部から新宮の筏を大阪へ輸送すあ研究

を命ぜられていたので19年7月に長井沼．（現本洲製紙常

務，当時私と交替した筏班長）と2人で601､ン120馬力

の漁船に乗って潮ノ岬の検湘に出かけた。

炎天下の勝浦湾から外海に出ると，微風も快く1時間

程で大鳥の内側に橘杭岩が見え，間もなく串本港に入

る。船内に1泊。

午前4時，日の出前の海上は全く無風，小波すら立た

ない鏡のような水面に，大島はまだ深い眠りの蓑ま浮ん

でいる。老総長と相談の上岬端で日の出を迎えることに

して出港。大島と岬の間の静まりかえった海面を，軽い

エンジンの快音が滑るように進んで行く。20分で日の

出，東の水平線が金色に輝いたと見る間に海面が明るく

なり，岬上の燈台が碧空に一きわ浮き上がって見える。

この時絶えず前方を凝視していた眼に映じたものは，岬

端から沖へ延びる，盛り上がっては振れる潮垣である。

遠方からではそれ程にも見えなかったのに，近ずくにし

たがってこの垣は船の高さに相当するものを感じた。岬

端からの150m沖で潮騒幅の最短といわれるあたりへ突

入した途端，前から，横から，後から，船よりも高い5

mもあろう三角波だ。長井君は前部の曳立に，私は棚に

身体を縛り付けた｡老船長は捻り鉢巻で必死に舵を握る。

船は波頭に打上げられたかと思うとたちまち数丈の奈落

に叩き付けられるように落ち込み，縦波を食って舷もす

れすれに横転する。職禽たる波音と，鮒が水而を離れた

時のスクリニーの空転音，転覆を感ずることも幾度か。

肝を冷す度数も重なるうちにだんだん馴れてきて，波頭

から経過時間と，距離を観測できるようになった。また

波頭からツツーと跳び立つ跳魚，ずっと沖の鰹漁船，奈

落の渦流も馴れるにしたがって見極められた。

潮騒を通過する時間は30分位ではなかったかと思うの

だが，われわれには2時間にも5時間にも感ぜられた。

西側の潮垣を抜ければ，海は元の静寂にかえり，満だと

昇った太陽に油面のように輝いている。ホッとしたわれ

われと船長は誰ともなく「凄いものだナ」と顔を見合わ

していい合ったものだ。

鐘の方で「釣れた釣れた」と大声が上がる，潮垣を出

るとすぐ炊夫が仕掛けておいた針に2尺ばかりのシピが

かかったのだ。ピチピチ跳び上る奴を甲板で太陽にあて

る，こうして鮮度を落さないと，生の良すぎるのは渋く

ていけないそうだ。

正午頃周参見港に入り，シピの刺身で昼食を撲りなが

ら，またしても凄かった話で賑わった。

さて，今回で私の思い出話も終りになった。この思い

出話を書きながら，ガ捌自事情逼迫の中で戦った木材輸送

技術の姿を懐しく思い出すとともに，海洋筏がふたたび

脚光をあびることがあるだろうか，それとも永久に過去

のものになってしまうだろうか，そんな海洋筏の運命と

いったものを感じている。

引き続いてお読みいただいたことを感謝いたします。

完
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採種(穂)園の

土壌管理

百瀬行男

〔関東林木育種場長野支場〕

はじめに

肥培といえば施肥量が問題としてとりあげられがちで

あるが実際には自然の地力を維持するとともに職種的に

地力を活用するような一連の施業を行ない土壌条件をと

とのえたうえで施肥をしないと，十分な肥培効果をあげ

ることはできない。わが国の耕土には平均してチッソ

0.2～0.3％,全リンサン0.12懸全カリ0.2％がふくまれ

ているといわれるが，実際には1～2年施肥をしないと

樹勢が極端におとろえてしまうぱあいが多い。その原因

は土壌中に含まれてい為成分が植物体の根によって吸収

利用されにくい状態で含まれているためである。したが

ってそれらの成分を可吸態にかえるとともに根群の分布

範囲を広げ根の吸収をさかんにさせるための耕転(深耕）

等の土壌条件を調整するための諸施業を行なってから施

肥をすることが肥培管理の根本である。

I.土壌条件の調整（自然地力の維持とその活用）

(a)深耕

深耕は採種(穂)木の根を深く広く張らせるのと，土壌

の通気をよくするもので，饗分の吸収がさかんになるば

かりでなく，土壌中の不可吸態の養分が自然風化によっ

て可吸態になるから，施肥磯を節約できるとともにその

効果を十分あげることができる。

深耕のやり方は部分的に点火とタコツポ式に掘って全

圃におよぼす方法と，大型（中型）トラクタで筋状に行

なう方法があるが，機械によって筋状に深耕するのが能

率的で，その効果も大きい。トラクタで筋状に深耕する

ぱあいは採種(穂)木の上・下・横（左右）を1年に一方

向づつ深耕し，再び同じ方向を深耕するぱあいは，はじ

めの深耕部分より外側を深耕するようにし，やがて全園

におよ藤ようにする。

深耕にあたって注意すべきことは，

(i)採種(穂)木の根をいためないこと。

(ii)排水のわるい圃場では，排水工事を行なってから

深耕を行なう。（排水のわるい場所で直接深耕だけを行

なうと，水がその部分に集まって通気をわるくし，かえ

って採種(穂)木の根をいためる)。

(b)土壌の侵食防止

土壊侵食による土壌の悪化は想像以上に大きいもので

その防止対策を識じない限り，いくら施肥しても，肥料

そのものが流亡するばかりでなく，土壌条件の悪化と相

まって肥培の効果が現われない。

土壌侵食をおこす要因としては次のようなものがあげ
られる。

（ｲ）降雨

降雨による土壌侵食は雨の強さ，降雨時間，降雨頻度

などが大きく影響する。特に雨の多い場所では注意しな

ければならない。また，採種“)園の傾斜度によっても

ちがいがあるから，対策としては草生栽培をして園内の

流亡を防ぐ・とともに後述傾斜度の項で述べるような施業
を行なう。

㈲風

降雨による土壌侵食は傾斜度と深い関係があるが，風

による侵食は傾斜度とはあまり関係せず，採種(穂)園の

方位,風の強さ,土性などが影響する。風による侵食も場

所によっては相当大きいから注意しなければならない。

一応対策としては防風林の設定，草生栽培などが考えら
れる。

例園の傾斜度

採種(穂)園の傾斜度は降雨による侵食と深い関係があ

り，傾斜度が強くなるほど侵食は大きくなる。大部分の

採種(穂)園は傾斜地に設定されているものが多い現状か

ら，採種(秘)隙Iでは，傾斜地に対する'侵食防止の諸施業

を行なってから肥端を行なうようにする必要がある。

傾畿鼬に論ける侵食防止のための施業としては次のよ

うな施業がある。

(i)等高線畦立て（植栽）

傾斜面が比較的ゆるいぱあいは段畑にすあ代わりに斜

面の方向に対して直角に等高線に沿って採種(穂)木を植

えるとともに，その樹列に沿って畦立てや深耕を行なっ

て土壌の流亡を防ぐものであぁ。（畦立てや深耕にあた

っては，落葉，落枝，枯草，堆肥などをすき込むと土壌

改良の効果が大きいから必ずくぷあわせて施業をする)。

(五)水平識と誘水溝の設置

等高線畦立て，植栽などを行なっても強い雨のばあい

は当然梱当鐙の流水があるので，そのおそれのある場所

では等高線に沿った水平識を掘り，それらの水平溝を縦

溝でつないで雨水を流し去るようにする。

(iii)上部林の設慨
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傾撚鼬では頂部まで開こんすると，土壌侵食が多くな

るから，頂部には防風林を兼ねて，樹木を残す必要があ

る。この残された上部林は降雨のばあい大部分の雨水が

樹木の幹を伝って土壌中にしみこゑたくわえられるので

干害防止の効果も大きい。

(iv)土性の改良

土粒の大きさ，腐植の多少，土壌の深さ等が侵食の多

少に関係するが，いずれの土壌でも腐植の含量を多くし

て，土壌を団粒構造化し，粘性や孔隙を増して侵食を防

ぐようにすることが大切である。

(v)地表の状態

地表が消耕されて表土が露出しているぱあいば，傾斜

度と相まって土壌侵食が多くなる。ところが，地表を草

生にすると，土壌侵食は非常に少なくなって流亡を防ぐ

ことができる。

また，敷草や数ワラで全園を被覆しても侵食を防ぐこ

とができるが，材料の入手，敷草の労力など実行がたい

へんである。そこで，実際に実行するばあいは，採種

(穂)木の樹間を草生栽培とし，採種(穂)木の根元は樹冠

の広がりに応じて，ワラ・雑草。堆肥(オガクズ堆肥等）

などでマルチをするのがいちばん良い方法である。草生

栽培について参考事項を記載すると次のとおりである。

すなわち,草生栽培は土壌侵食防止ばかりでなく,土性の

改良，腐植の増加等の効果が大きい。ところが反面採種

(穂)木と草生との養水分吸収の競争，病虫害の多発など

について注意をしなければならない欠点もあるので，立

地条件や樹種を考えて草生栽培を導入するようにする。

草生の種類としてはラジノクローパー・レッドクローバ

ー・ホワイトクローバー・オーチャードグラス・チモシ

ー・メドーフェスクなどがあるが，雑草（メヒシバ・ツ

ユクサ）による草生で好成績をおさめている果樹園もあ

るので，管理さえあやまらなければ雑草による草生でも

成果が期待できる。

草生栽培の管理ば採種(穂)木と草生との稔水分の競争

をさけるために刈払い回数を多く行なう（年ろ～5回）

とともに，採種(穂)木の根元だけは樹冠の広がりに応じ

て堆肥・雑草・ワラ・ムギワラなどでマルチをする。草

に対する施肥はまきつけ当初は多めに施用するが，数年
後には施肥量は減量できるようになるから，樹勢や，草
生の状態を承ながら加減する。なお無機質肥料は全園散

布とし，堆厩肥は深耕，畦立て等の施業とく象あわせて

すき込むようにする。

草生栽培で注意すべきことは，草生放任になりやすい

ことで,この点刈払い回数を多くし,築約的な施業を行な

うように心掛け、草を生やして，それを利用するのだ、
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という心がまえが必要で詮採種(穂)園には草を生やして

も良いそうだ、というような安易な考え方で経営しては

ならない。

(c)土壌化学性の改良（石灰の施用）

石灰分は植物体内に必要な要素であるが普通には土壌

中に採種(雛)木が必要とする程度は含まれているので，

人為的に袖給する必要ばないが，それにもかかわらず肥

料5要素に加えて施用する必要があるのは土壌に対する

物理的，化学的，あるいは生物学的効果を期待するため

で，採種(穂)園に対しての石灰の施用は土壌条件の改良

という意味の間接的効果をねらいとするものである。

各樹種の苗木について調べられた土壌の好適pHは次

表のとおりである。

表2主要苗木の生育に好適な土壌酸土(pH)

Ｑ
一

|好適な土辮志||樹種
好適な土壊酸土

(pH)
樹種 一

’
スギ

ヒノキ

アカマツ

カラマツ

ケヤキ

クリ

６
５
５

一
一
一

４
０
８

。
●
●

５
５
４

２
６
６

６
６
６

一
一
一

４
０
６

ａ
ａ
５

２
４
２

寺

石灰の施用にあたっては菫ず土壌検定を行なって中和

石灰量を検定したうえで確実に施用すぁ。石灰の過用に

よる害としては鉄・銅・亜鉛・測素・マンガンなどの微

量要素の欠乏症状をおこすとともに，地力を消耗して石

灰施用前の土壌よりも生産力をおとすことさえあるか

ら，適逓の施用ということに十分留意しなければならな

い。また石灰で土壌の酸性を中和したということは一応

重病人を薬でなおしたというだけで，抵抗力も安定性も

ない半病人のような状態であるから，このような状態の

土壌に力と安定性をつけてやるのが堆肥･厩肥･緑肥など

である。堆・厩肥自身の肥料的効果は多言を要しないが，

伊
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条件調整の諸施業実施の前提で述べる。

(a)施肥の基本的な考え方

採種(穂)木には植栽してから，タネやさしほをとるよ

うになるまでの各段階に応じてやり方や量をかえていく

ことが必要である。

(i)幼木時代

この時期は採種(穂)木の骨格づくりの時代といえるの

で施肥も栄養生長を主にする。

(ii)壮齢時代

この時期はタネやさしほとりの最盛期で連年多量のタ

ネやさしほを生産できるような施肥設計が必要である。

(iii)高齢時代

この時期になると，樹勢が弱ってくるから，施肥とと

もにせんてい技術をく象あわせてタネやさしほの生産量

や質をおとさないような施肥設計が必要である。

(b)施肥量

施肥量の算出は一般肥料学に示されている次式によっ

て求められる。

施肥量＝収穫物中の成分含有量(吸収量)一天然供給量
肥料利用率（吸収率）

しかし，採種(穂)園では各因子については調査がまだ

不十分なので，もっと研究がすすまないと理論的な施肥

量計算は困難である。

現在，水田や畑作物の1～2年生作物では相当詳しく

調査されているが，木本の永年作物では肥料の吸収力は

股作物よりはるかに強い反面，傾斜地では平地にくらべ

て土壌侵食や流亡が多いなど根本的なちがいがあるの

で，農業の1～2年生作物の因子をそのままつかうこと

はできない。

また採種(穂)園は果実を生産目的とするのではなく，

タネやさしほが生産目標である点，まったく未知の分野

が多く，今後の研究成果をまつほかないが，一応ここで

は果樹で研究された各因子について，その因子を準用す

堆・厩肥のもつ緩衝作用によって土壌酸度が矯正された

状態を安定させ，作物の収吸しやすい養分，特に酸性土

壌に不足している燐酸を補給し，また酸性土壌に少ない

有用細菌を導入増殖させて作物の生育に適した土壌をつ

くってやることが酸性土壌の改良に堆肥がなくてはなら

ぬ理由である。

石灰を使用しないでも堆肥を十分施用することによっ

て，相当程度の酸性土壌の改良が可能なことが実証され

ていあが，これは堆肥のもつ偉大な緩衝作用によるもの

で，堆肥の効果は鉱物質酸性土壌ばかりでなく，腐植質

酸性土壌に対しても効果が大きい。

(d)土壌理学性の改良（有機物の施用）

有機物の施用はチッソ・リンサン。カリ。石灰などの

主要成分はもちろん，その他の各種養分を含んでいるか

ら，それらの成分の施用という肥培効果も大きいが，一

方では，有機物が分解してできる腐植は，その雲までは

養分として植物に吸収されないが，土壌の物理的性質を

改善するうえにきわめて有効である。一般に作物の生育

に十分な腐植含量ば5～7影ふくまれていることが必要

で，これが減ると次第に地力が低下する。

なお腐植は毎年全腐植に対して2％前後が消耗される

といわれているので，その分を毎年補給しないと地力は

低下していく。いまかりに，採種(穂)園の耕土を5Ocm

とし，全腐植をそのろ影として計算して象ると，

10アール当たり耕土の全重量は575トンで

腐植はその5％だから11,250kgとなる。

年を消耗する腐植は2％だから理5kgとなる。

一方堆肥は材料によってもちがいがあるが大体10％の

土壌腐植になるといわれているので，これを推肥で補給

するとすれば，10アール当たり225kg÷0.1=2,250kg

施用しないと土壌の腐植率は下がり地力ほ低下する。採

種(穂)園に毎年10a当たり2,250kgの堆肥を施用するこ

とは畑作でさえたいへんなことである。なお，それだけ

施用しても，毎年の腐植の消耗を補うだけの量でしかな

いということは実際にはたいへんなことで，この腐植の

給源については相当の工夫が大切である。

そこで，現地で実行可能な腐植補給の方法としては，

園内を草生栽培とし，十分施肥をして，刈払いを多くし

て採種(穂)木の根元にマルチをするとともに，ワラ･堆

肥などをできるだけ補給してマルチを行ない腐植を補給

する。

H、施肥

前項で述べたような土壌条件を調整するための諸施業

が行なわれていない限りいくら理論的に施肥をしても採

種(穂)木は計算どおり生育しない。それでここでは土壌
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顔7瑛革カラマツ報蕊圃勃齢期の滝肥闇例“鮴締唾鞘及野穏箸）
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ることとする。

ff)吸収量，果実375kgを生産するためにばN･115～

2.26kg,P205eO.4～1.15kg,K20･1.15～2．70kg

同天然供給量：浅見博士(1951)はリンゴ,ナシ,ミカン

について5要素試験の結果から吸収量に対してN･苑，

P205･苑,K20．発，とした。

御利用率:N･50%,P205｡30%,K20.40%

Ⅲ、採種園の施肥

(a)幼木園

表5カラマツ採種木と，肥培しないクローンの成

長比較（関東林木育種場長野支場）

林野庁で示された施肥基準は次のとおりである。

以上をもととしたカラマツ採種園の幼木期の施肥実例
は次のとおりである。

(注）1）施肥はバラまきを主体。2）堆肥はすき込象，

3）草生にはすべてバラまき。

表4の施肥例によるカラマツ採種木の成長状態は表5

のとおりである。

両者の成長の差は相当大きく，また採種木では5，6年

生で雄花を蒲けたクローンもかなりある。

結局，幼木園は樹体の成長を目標とするので，造林地

の林地肥培とほとんど同じであるから，芝本博士(1961）

の資料により主要樹種幼木園の施肥愛を掲げると次のと

おりである。しかし採種(穂)園では整枝せんていによる

損失量の補給と，草生への施肥を加える必要がある。

(b)成木園

成木園では，開花結実による義分の補給を考えなけれ

ばならないから，これを前提として主要樹種の成木園に

おける施肥量を検討して承る。

(i)主要樹種のha当たりタネの生産量

（林野庁1964．採種園の施業要領）

スギ･30kgﾋﾉｷ･40kg発郭･30kg
カラマツ･30kg

(ii)球果とタネに含まれる5要素通(浅川,長尾1966)

(iii)天然供給鐙表8

二

？

採種木(肥培）｜樹木園(鋤哩培）
クローン

名称 胸径|樹高|ｸ滿ﾈ|胸径|樹高|ｸ爾寡

崖洲：雪|“
2．4×2．33．1

2．4×2．45．3

1．8〆1．9

7.55.0713.5×3.53.65.56'2.0×2.0

鰡獺霊測:鮒：
6．54．8

4．35．7
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一
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＊
＊＊

(注）＊1960年秋植付＊率1965年調査
クローンは無作為に抽出。ここに掲上したものはそ
の一部。

岩川・岡田氏(1959）は，「植えつけの際根元から20～

25cmはなして，深さ20cmとする。肥料は粒状固形肥

料をつかうができれば堆肥なども入れた方が良い」とし

ている。また施肥量は大体次の基準が良いとしている。

マツ類苗木1本当たり施肥量150g

カラマツ〃2009
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(注）果樹の例にならって,N:%,PgOs:%,K20:

雑とした。

(iv)利用率

果樹に準じてN:50%,PgO5:50%,K20:40%

(v)主要刷種の雄花にふくまれる5要素通

樹木では雌花のほか,相当鑓の雄花が着くので,タネの

生産にあたっては，雄花の損失による施肥通も加味しな

ければならない。しかし雌花と雄花の｣:上率，雄花にふく
。

錘1施濯静8す寺't義零登て切ら･雑轤聾準値叔鐙本､鮒邸驚斗溌計分嗣蝋搾

－32－

1



言れるろ要素含量は測定された例が少ないので，ここで

は長野支場のカラマツを例にとり，他の鮒種はこれに準

ずることとした。長野支場でここ数年間測定した結果，

雌花と雄花の比率は前表のように個体，樹齢，結実年な

どによってバラツキが多く傾向をつかむことはむずかし

いが,便宜的に勢=9.55=10の平均値をつかうことに
する。

表13タネを生産するに要する採種木1本当たり施肥量
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０
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化 以上のほか次の施肥量を加える必要がある。

(i)草生に対する施肥

前掲表1のとおり。

(ii)採種木の樹体を維持するための施肥

採種木は連年成長し，樹勢を維持するためには施肥が

必要であるから，前掲表6の施肥基準から10年以降は，

採種木の大きさ，樹齢に応じて1年をますごとに10～20

％を複利的に増量して施肥をする。
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表10カラマツのタネ50kg当たり雄花のろ要素含有量

８
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Ｂ
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比
）

雄花球果且3Dろ要素含有量
1．1コ典すでタネ50kg当た(9)
の重の重 重

鴬数("，卿…。”|島｡｡“
量量
(9)I(9)

(A)I(B)|(C)(D)

’"隠蝋"|職‘|,‘!ﾙ腿‘0･01413.012141014.67

崇粋 '雄〈生重)の迄んてい睦寸鋲と“苔猟拠這職鍛
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互グ興る夢域クズ〃ハヂ脇"よざグズノ流＃

〃:妙，母ら・‘

鍵塗篭静鴛鴛劣計界した

鐙別
“が更

催竪夢）

■

崎 瀞

｜
鍔 利厨牟1J〃1J率,吊ら‘ダグ〆

焔酔“〆，荒餓鵬鈴鷺侭
〃:妙，母ら・ﾉ“：隆ピして
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ズククゲ

燕樹 Zクク〃

(注）雄花の3要素含有錘は林業試験場における分析結
果（浅川・喪料）の概数N:1.79%,P205:1．27
%,KgO:1.34影とした。

表11カラマツの雌花と雄花に含まれるろ要素量の比率

(iii)整枝，せんていによる損失を補うための施肥

1kg(生重）のせんてい量による損失を袖うための施

肥量について概算して承ると次のとおり。

整枝せんていによる損失を補うための施肥はせんてい

の前年に実施する。また，変則主幹形などで大きく、し

んぬき、をするぱあいは，せんてい戯に応じて施肥量を

多くし，翌年、しんぬき、をする。

Ⅳ、採穂園の施肥

横山氏（1965）は定植後の発育過程を次のろ段階に分

けて施肥をしている。

(鋤発育促進期（けせんてい整枝期(c)採穂期

(a)発育促進期

この時期は台木の充実をはかり，はやく所定の大きさ

にすることを目標とする。

定植する麓氷"大誉さ僅謡::二:::：
1年目に期待する伸長量50～70cm

施肥基肥1本当たり1kg(堆肥を植穴の下部にいれる）

定植後〃N:10,P205:6,KEO:6の割合で施肥

第2年目には伸長量を1mと期待して,N:15,P205:

8,K20:8(静岡県林業試験場では満2年で樹高2.0m

内外に達し，せんてい整枝期に入った)。
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以上の諸因子をつかって樹種ごとにタネ生産のために

必要な施肥通を計算すると次のとおりである。

表12採種園におけるタネを生産するための施肥量
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(2)10a当たり化成肥料を3,7.5kgを植穴にいれ，追肥を

して翌年から年1回10a当たり25kgを施肥する。

本格的には（大体4～5年生）採穂するようになれば

ケイフンを75～113kg施用し,ワラや芝草も極力いれる。

というような例があり，また，林木育種協会でまとめ

たスギ採穂園に関する実態調査報告書によると次のよう

な施肥例となっている。

嶺〆ざスギ燕潟固の施腿例

(b)せんてい整枝期

施肥の考え方としては，

(i)せんてい，しんどめによって失われた3要素を補給

する。

(ii)ぼう芽数を増し，目的とする樹形と大きさに近づけ

るのに必要な要素量を加える。

(iii)さしほの発樹生を高めるためにリンサンを主体にし

て追肥（秋）する。

以上の考え方から施肥量を算定すると，

(ｲ）せんていによる1本当たりの損失量，生電鉦平均

1,0009,乾重量で約3009,損失N鐘は約ろg

回せんてい後1年の枝葉量増加は枝の本数で5倍，重

量で約5倍となりそのN所要量はおよそ99と推定

ヤウNの吸収率を50影として(9+3)g÷0.5=2.49

㈲以上の諸因子をもとにして

(1)基肥(春肥)・1本当たりN:209,P205:109,K20

二10g

(2)追肥8月中旬～9月下旬に，N：49，P205'109，

K20:109

(c)採穂期

この時期は，ほぼ一定数量の採穂と整枝をくりかえす

ことになるが，この時期の施肥の考え方は，

“)採穂，整枝による損失5要素の補給

㈲さしほの発根性向上のための追肥

であるが，

(1)採穂台木1本当たりの採穂量を.100本前後

(2)'00本の採穂による損失枝葉鐘は生電醗約3kg,乾

重量約1kg,N量約10gとして，施肥量を計算する

と，

(i)基肥土壌改良の意味もふくめて堆肥を10a当た

り1,800kg程度を隔年に施用し，その他に,N:209,

P205：109，K20：109を施用する。

(ii)劃凹（燐安液肥が最適)。

8月中旬～9月上旬にN:79,P205:209を施用す

る。

以上が静岡県林業試験場の施肥例である。

施肥は土壌条件や肥料の種類，気象条件等によって，

ちがいがあるから，採穂木の樹勢をみながら実状に応じ

て施肥量をかえる必要があるが，考え方，施肥量騨定の

諸因子についてはこの理論に基づいて計算するのが良い

と思われる。次に民間に論ける施肥の1例は，

(1)10a当たりケイフンを375kg～565kgいれ，追肥に毎

年同量のケイフンを使っていたが，最近は加燐硝安を10

a当たり40～60kg使用する。追肥は列間にまいて浅く

すき込象をする。

濡鮒 滝 肥

識繍灘織蕊顛蝋駕．
承田繊輔
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おわりに

肥培という技術は，花芽の分化，成長，土壌改良，せ

んてい等湾，非常にたくさんの分野と深い関係をもつも

のでああ。

また経営目的や環塊条件によっても肥培の個麦の技術

は分化されていて，わずかの紙数では論じつくせないの

が実際である。

ここでは，採種(穂)園の肥培という部分をぬき出して

肥塘について考えてきたが，採種(穂)園の造成の歴史は

比岐的新しいのでわかっていない部分が多く，推定した

部分も多いが，後は研究がすすめられるにしたがって訂

正していきたい。肥培の根本は，採種(穂)園の土壌条件

をよくととのえることと，適戯の施肥をすることの両者

が一体となってはじめて成果を期待できるものであるこ

とを強調したい。
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gcooooo""""oo。“△｡““““◇ 快適な自然環境が永遠に保全され，享受されるよう，科

等鐡支術庁長官に対して8月23日勧告がなされた。
☆林業経済関係調査報告及び資料目録

本書は4つに分冊され，第1冊(85P)は害簡要旨，

（昭22～41年5月） 第2冊<393P)は序説調査の目的と前提I自然休燕
（林野庁調査課・昭41年5月） 地へのレクリエーシンの需要の動向，Ⅱ自然休養地と

本目録は第2次大戦次降，林野庁の委託によって実施しての森林の役割，第3冊(293P)Ⅲ森林地域のレク

された林業経済関係の調査報告を主とし，をれ以外に， リエーション開発の現状とその動向，第4冊(330P)

全森連によ為林業金融基礎調査報告（124号まで）をあは，Ⅳ森林地域の開発と保全,V自然休養地に関する行
わせ掲載されている。内容は報告書名，調査地，調査又政と関係教育,VI自然休養地としての森林の保全開発上

憾発行年月,調査者に分けて目録があげてある。業務上，の問題点とその対策，以上からなっている。

あるいは林業経済研究上便利なものである。

B5,鵬写刷,44ページ。☆トウホクノウサギの生態に関する研究

研究発表者：山形県林業指導所大津正英

★自然休養地としての森林の保全開発に関する勧告発表誌：日本応用動物昆虫学会誌(応勤昆）

科学技術庁資源調査会（41．8．25）研究発表事項：つぎのとおり

最近森林地域におけるレクリエーションが急速に高ま1応動昆第9巻第2号（1965）・繁殖について

り，自然休饗地としての森林の保全，開発，利用の面で((1)生殖時期,(2)胎児数と産児数,(3)卵巣と胎児）

種燕の問題が生じている情勢から，資源調査会では，森2応動昆第10巻第2号（1966）・母兎の妊娠期間

林地域におけるレクリエーション，特にわが国特有の自と仔兎の成長について（(1)妊娠期間，(2)生後の成長）

ヘ．
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ご憶室
プ
ロ
野
球
、
プ
ロ
・
レ
ス
、
プ
ロ
・
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
お
馴
染
み
の
プ
ロ
と
い

う
語
が
胃
。
厨
酌
ゆ
ざ
国
昌
の
略
語
で
あ
る
こ
と
位
は
小
学
生
で
も
知
っ
て
い
る
。
プ

ロ
の
反
対
が
角
ョ
員
①
胃
、
こ
の
言
葉
は
揃
泗
な
感
じ
な
の
に
素
人
と
い
わ
な
い
で

俗
に
「
と
う
し
ろ
」
と
い
う
も
の
だ
か
ら
ど
う
も
侮
蔑
的
な
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
。
も
っ
と
も
、
プ
ロ
も
「
玄
人
」
と
い
う
職
人
的
感
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
何
事
に
よ
ら
ず
そ
れ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
道
の

プ
ロ
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
た
と
え
乞
食
で
あ
っ
て
も
専
門
の
乞
食
と
ア
ル
バ

イ
ト
の
乞
食
（
あ
る
か
ど
う
か
？
）
と
の
間
に
は
、
気
櫛
え
に
お
い
て
も
態
度
に

お
い
て
も
自
ず
と
差
異
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
な
い
か
。

プ
ロ
に
は
弁
明
は
許
さ
れ
な
い
。
プ
ロ
野
球
の
選
手
が
エ
ラ
ー
を
重
ね
て
、
「
子

供
が
病
気
で
護
て
い
る
の
で
：
…
」
と
言
訳
け
し
て
も
通
る
で
あ
ろ
う
か
、
「
引
込

め
！
」
と
野
次
ら
れ
る
の
が
落
ち
で
あ
る
。
た
と
え
長
島
で
あ
っ
て
も
．
：
．
：
。
人

間
メ
シ
を
食
わ
ね
ば
生
き
て
い
け
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
メ
シ
の
種
に
は
も
っ
と

も
真
剣
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
往
有
「
役
人
ら
し
か
ら
ぬ
人
柄
」
と
か
「
商
売
人

ら
し
か
ら
ぬ
．
：
．
：
」
な
ど
と
ぽ
め
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
と
り
よ
う
に
よ

っ
て
、
プ
ロ
糀
神
の
欠
除
し
た
い
い
加
減
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
役
人
は
役
人

ら
し
く
、
商
売
人
は
ガ
メ
つ
く
、
こ
れ
が
本
当
の
姿
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
鶴
岡
朧

督
が
よ
く
口
に
す
る
「
ゼ
ニ
の
と
れ
る
試
合
を
…
：
．
」
と
い
う
の
は
プ
ロ
と
し
て

の
当
然
の
心
構
え
で
あ
ろ
う
。

「
大
過
な
く
処
す
る
」
こ
と
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
要
領
の
よ
い
や
り
方
で

は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
プ
ロ
と
し
て
給
料
を
も
ら
う
擬
格
が
な
い
。
も
っ
と
も

数
年
で
動
か
さ
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が
底
に
あ
る
か
ら
で
使
い
方
の
問
題
も
あ
る

が
。
育
林
は
何
十
年
も
か
か
り
、
そ
れ
も
専
門
的
技
術
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア

マ
チ
ュ
ア
的
気
分
で
や
ら
れ
た
ら
育
つ
も
の
も
育
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
山
で

メ
シ
を
食
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
マ
チ
ュ
ア
を
排
除
す
る
と
同

時
に
、
自
分
の
行
な
う
こ
と
に
自
信
を
持
ち
、
・
哀
た
ゼ
ニ
を
も
ら
う
こ
と
が
恥
し

く
な
い
よ
う
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

「
と
う
し
ろ
」
ｌ
ｌ
他
の
道
で
は
専
門
家
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
道
で
は
わ
れ

わ
れ
が
プ
ロ
で
あ
る
。
そ
れ
を
と
う
し
ろ
の
い
う
ま
ま
に
右
往
左
往
し
た
の
で
は

プ
ロ
が
恥
し
い
。
も
っ
と
も
、
同
業
の
プ
ロ
仲
間
と
思
っ
て
い
る
と
、
利
欲
や
立

身
出
世
だ
け
が
目
当
て
の
セ
ミ
・
プ
ロ
も
た
く
さ
ん
混
っ
て
い
る
の
で
ご
用
心
。

（
影
法
師
）

プ
ロ
精
神

彦
《

■
■
一
■
■
０
１
，
℃
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来 年も便利な

林業手帳をどうぞ〃

まだ申し込んでない方は，至急ご注文下さい。

グ

左記大会を開催，本会より徳本専務長室において開催。
会務報告

理事出席。出席者：遠藤，山田，平田，島，竹口

◇第7回林業技術編集委員会◇第10回福島県森林文化祭原の各理事と本会から松川，徳本

10月9日，午後2時より本会会議10月25日，福島県安達郡本営町に成松，橋谷。

室にて開催。おいて上記式典が行なわれ，本会よ◇航空写真利用の研修

出席者：山内，小田島，山口，山崎り成松常務理事が出席した。本会中曽根指導課長の誰師のもと

石崎，中村，雨宮，畑野，大西，◇故石谷理事長の納骨式挙行に，海外研修生（インドネシア，マ

中野の各委員と本会から徳本，橘10月24日鳥取県智頭町において，レーシア，パラグアイ）が10月19日

谷，八木沢，中元。故石谷理事長の納骨式が行なわれ，から24日まで「林野業務に対する航

◇日林協中部支部連合会，日本林学松川顧問が列席した。空写真の実務的利用」の研修を行な

会中部支部大会◇第9回常務理事会った。

10月25日岐阜県庁新庁舎において10月27日，午後3時より本会理螺

＝

‘

1

C一

ないからではないかと思います。

本号では小滝武夫氏の「林業の長期ビジョン」を掲救

しましたが,将来の適確な見通しをたてるということは，

特に林業においては困難な作業であると思います。しか

し考えて見ますと林業界には将来のある時点までに達成

を期した目標といったものを持とうとす為気持が少なす

ぎるような気がいたします。そういった意味でこれを機

会に林業の将来に光明を見出すための議論が本誌上でた

たかわされることを期待しております。

（八木沢）

，編集室から‘誉鴛競葵駕忌,鷺
が行なわれています。今年も台風96号やその後に来た集

中豪雨で各地に大きな被害が発生して，その原因がいつ

ものようにいろいろと取りざたされており，山梨県の足

和田村の山津波についても，豊橋近辺の豪雨禍について

も，新聞やテレビで，上流の山林の伐採が強く影響した

というふうに報じられました。多くの人為の反応は「さ

もあろう」程度のもので，だから山の木を伐るのは止め

させろと言うような暴論も出ないかわりに，今からでも

いいから大空的に造林を推進しろというような建設的な

発言も一般からはなかったように思われます。山(林業）

に関する人倉の関心はきわめてうすいことを改めて知ら

されたような気がします。

毎年この種の災害が起こると，天災じゃなく人災だ。

国をあげて防災の手段を識ずべきだと盛んに啓蒙的発言

がされるにもかかわらず，相当なウエイトをもって考え

られてよいと思われる林業に関しての一般の関心が非常

にうすいということは，林業の側からの働きかけが足り

一

ハ
マ

１
１昭和41年11月10日発行

林業技術第296号

編集発行人徳本孝彦

印刷所大日本印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会

東京都千代田六瀞n丁七番地
冠話（261）5281(代)～5

（握将東京60448*)
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○デンドロメーター（日林協測樹器）
価格22,500円（〒込）

途

ha当りの林分胸高断面積測定

水平距離測定

樹高測定

形式

高サ125mm 重量2709

幅45mm

長サ106mm

概要

この測樹器は従来の林分胸高断面積測定方法の区画測

瞳，毎木調査を必要とせず,ただ単に林分内の数ケ所で，

その周囲360°の立木をながめ，本器の特徴であるプ

リズムにはまった立木を数え，その平均値に断面職定

数を掛けるだけで，その林分の1ha当りの胸高断面減

合計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面積測定，水平距

離測定，樹高測定，傾斜角澗碇が簡単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類

K=4壮令林以上の人工林，天然林，水平距離測定，樹

高測定

K=2幼令林，薪炭林，樹高測定

(水平距離設定用標板付･）

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
傾斜角測定

方位角測定

露
８
８
１

澱日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）5281(代表)～5

ー■
ｰq■｡…

東映トーキーBM
35ミリのトーキー方式をそっくり8ミリ化した，世界

岐初の光学，磁気両用で，しかも，磁気単川機より服価

で，軽く，突際の利jilには妓も便利です。

鮮IJjな画面，音響機稚の確実さは抜群です。

自信をもっておすすめします。

！

〔主な仕様〕電源100V,50サイクル・60サイクル，

重鐙/9.3kg,寸法/320×23C×190mm,使用リールリ.ド

大180m捲きリール(1個1,1属),映写レンズメF1.5f

=25mm,映字ランプ21.5V150W低篭圧ランプ，

映写速度/鯨秒24コマ・16コマ，モーター/コンデンサ

ー型インダクショソモーター，アパチュア・マスク/光

学録音フィルムのマスクと普通8ミリのマスクの切りか

えレバー付，アバチュア樅造/フィルムの光学録音淵を

圧迫楓傷しない特許繼造エキサイター・ランプ/6V･

1A直流点灯，ソーラーセル光検素子，磁気ヘッド/録

音再生消去2個，磁気録音/高周波バイヤス方式・増幅

器/トランジスター2個，シリコンダイオード3個，真

空管32A8,増幅器出力/6W,スピーカー/13×19cm

厳円型。

現金正価￥､67,500免税価格¥53,900

特約店潔日本林業技術協会

I
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軽くて、安くて、強力一／

三拍子揃った

スーパーチエンソーです。

(全機種チエンソー保険つき）
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スーパーXL-12オートマヂック

米国ホームライ!､社日本総代理店

⑲ 和光言易線式舎私
本社：東京都品川区北品川6の351

電話（447）1411(代表）
〈カタ曰グ進呈>‘営業所:札幌.岩手.大分

己■

P■

⑪
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／三井田ビル）
大阪市北区末広町I9稀地新扇町ビル
秋田市中通34．4O

福岡市大名一丁目一番3号石井ビル
岡山市膳屋町9-18601

（岡山農業会館〉

札幌市北四条西五丁目一イビル
名古屋市瑞穂区柳ケ枝町1丁目44
全国有名建材店

TEL(08682)7251～3

TEL(851)5537

TEL大阪(341)0147

TEL秋田(2)7823
TEL福岡(77)0375

TEL岡山(23)1820

TEL札幌(24)5358～9
TEL名古屋(87I)2871
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